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105 ピューリタンと祈祷書問題

ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
と
祈
祷
書
問
題

松　

谷　

好　

明

序　

論

（
1
） 

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
お
い
て
自
ら
を
啓
示
さ
れ
た
生
け
る
真
の
神
を
礼
拝
す
る
こ
と
は
、
キ
リ
ス
ト
者
に
と
っ
て
初
め
で
あ
り
終

わ
り
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
者
が
聖
書
の
教
え
に
基
づ
き
、
原
始
教
会
の
慣
習
に
倣
っ
て
、
教
会
を
中
心
に
行
う
公
的
神
礼
拝
は
、
キ
リ

ス
ト
教
会
の
命
で
あ
り
、
存
在
理
由
そ
の
も
の
と
言
っ
て
よ
い
。
キ
リ
ス
ト
教
会
の
初
め
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
公
的
神
礼
拝
が
絶
え

ず
な
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
在
り
方
が
常
に
神
学
的
、
実
践
的
に
問
わ
れ
続
け
て
き
た
の
も
ま
さ
に
そ
の
た
め
で
あ
る
。

（
2
） 

前
世
紀
に
お
い
て
は
世
界
の
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
お
い
て
典
礼
（
リ
タ
ー
ジ
ー
）
刷
新
運
動
が
展
開
さ
れ
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
教
会
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
。
特
に
一
九
六
二
―
六
五
年
の
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
は
、
公
布
し
た
一
六
の
文
書

の
第
一
に
「
典
礼
憲
章
」（
一
九
六
三
）
を
位
置
付
け
（
南
山
大
学
監
修
『
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
公
文
書
全
集
』、
一
九
八
六
）、
同

憲
章
の
第
一
章
を
「
典
礼
刷
新
と
促
進
の
た
め
の
一
般
的
原
則
」
と
し
て
、
運
動
全
体
に
方
向
を
与
え
た
。
上
智
大
学
神
学
会
が
編

集
・
発
行
し
て
い
る
『
神
学
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
』
の
最
近
号
（N

o
.1

0
7

, 

二
〇
〇
九
年
冬
号
）
は
「
典
礼
の
現
在
と
課
題
」
を
特
集
し
、
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第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
以
来
の
日
本
内
外
の
典
礼
を
め
ぐ
る
動
き
を
総
括
す
る
と
と
も
に
、
ラ
ッ
ツ
ィ
ン
ガ
ー
枢
機
卿
＝
教
皇
ベ
ネ

デ
ィ
ク
ト
十
六
世
の
線
に
そ
っ
た
ロ
ー
マ
の
典
礼
秘
跡
省
の
復
古
傾
向
に
つ
い
て
驚
く
ほ
ど
率
直
に
指
摘
し
て
い
る
。

（
3
） 

ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
「
ブ
リ
ッ
ジ
・
チ
ャ
ー
チ
」
と
し
ば
し
ば
言
わ
れ
る
聖
公
会
も
ま
た
、
二
〇

世
紀
に
お
い
て
典
礼
の
刷
新
を
熱
心
に
追
及
し
て
き
た
。
特
に
世
界
大
の
聖
公
会
（A

n
g

lican
 C

o
m

m
u

n
io

n

）
の
中
核
で
あ
る
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
教
会
は
、
一
九
世
紀
以
来
の
懸
案
だ
っ
た
祈
祷
書
改
革
に
着
手
し
て
い
わ
ゆ
る “A

lte
rn

ative
 S

e
r
vice

s ” 

を
生
み
出
す
に

至
っ
た
。
併
行
し
て
試
み
ら
れ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
礼
拝
に
お
け
る
実
験
（
対
話
、
演
劇
、
ダ
ン
ス
等
々
を
採
り
入
れ
た
礼
拝
）
や

カ
リ
ス
マ
運
動
に
よ
る
刷
新
の
試
み
も
現
在
は
一
応
落
ち
着
き
、
教
会
全
体
と
し
て
礼
拝
は
一
六
六
二
年
祈
祷
書
に
そ
っ
て
行
う
か
、

A
lte

rn
ative

 S
e

r
vice

 B
o

o
k

（1
9

8
0

）
の
線
に
そ
っ
て
行
う
か
、
い
ず
れ
か
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
「
祈
祷

書
」（T

h
e

 B
o

o
k

 o
f C

o
m

m
o

n
 P

ray
e

r
）
を
ベ
ー
ス
に
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

（
4
） 

ひ
る
が
え
っ
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
公
的
神
礼
拝
を
め
ぐ
る
今
日
の
状
況
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
二
〇
世
紀
に
お
け
る
世
界

の
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
の
展
開
と
相
ま
っ
て
、
世
界
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
教
会
に
お
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
礼
拝
改
革
・
刷
新
が
試
み
ら

れ
て
き
た
。
総
じ
て
言
え
ば
、
一
方
に
お
い
て
カ
リ
ス
マ
運
動
が
ノ
ン
リ
タ
ー
ジ
カ
ル
な
礼
拝
の
方
向
を
一
層
強
く
打
ち
出
す
の
に
対

し
、
他
方
に
お
い
て
は
従
来
の
ノ
ン
リ
タ
ー
ジ
カ
ル
だ
っ
た
教
会
が
、
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
、
東
方
教
会
、
聖
公
会
な
ど
に
倣
っ

て
リ
タ
ー
ジ
カ
ル
な
礼
拝
の
方
向
へ
と
進
む
、
と
い
う
刷
新
の
二
つ
の
方
向
が
存
在
し
、
そ
の
中
間
に
ノ
ン
リ
タ
ー
ジ
カ
ル
な
礼
拝
の

伝
統
に
留
ま
る
教
会
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。

（
5
） 

我
が
国
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
に
お
い
て
は
、
旧
日
基
の
「
簡
単
信
条
」
に
象
徴
的
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
異
教
国
日
本
に
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お
け
る
福
音
の
伝
道
に
と
っ
て
何
が
適
し
て
い
る
か
と
い
う
実
践
的
関
心
が
支
配
的
で
あ
り
、
そ
の
実
践
が
聖
書
的
、
神
学
的
に
問
い

直
さ
れ
る
こ
と
が
全
体
と
し
て
は
希
薄
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
傾
向
は
神
礼
拝
に
お
い
て
最
も
顕
著
で
あ
り
、
公
的
神
礼
拝
は
教
会
の

慣
習
と
し
て
執
り
行
わ
れ
る
宗
教
行
事
、
私
的
神
礼
拝
は
公
的
神
礼
拝
と
切
り
離
さ
れ
た
個
人
の
デ
ヴ
ォ
ー
シ
ョ
ン
、
と
暗
黙
裡
に
理

解
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
で
展
開
さ
れ
る
礼
拝
刷
新
、
あ
る
い
は
リ
タ
ー
ジ
ー
論
議
は
、
一
部
の
学
者
、
牧
師
、
信
徒
の
関

心
事
に
は
な
っ
て
も
、
根
が
な
い
た
め
に
教
会
の
現
実
に
根
付
く
こ
と
が
難
し
く
、
一
時
の
流
行
と
し
て
終
わ
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ

る
。

（
6
） 

あ
と
七
年
経
つ
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宗
教
改
革
五
〇
〇
周
年
と
な
る
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
枝
と
し
て
我
々
は
、
こ
の
国
に
お

い
て
い
か
な
る
神
礼
拝
を
さ
さ
げ
て
い
く
べ
き
か
、
と
り
わ
け
教
会
の
公
的
神
礼
拝
を
ど
の
よ
う
に
整
え
て
い
く
べ
き
か
を
、
改
め
て

聖
書
的
、
神
学
的
に
真
摯
に
問
い
直
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
重
大
な
課
題
へ
の
我
々
の
取
り
組
み
に
最
も
深
い
示
唆
と
比
類

な
き
模
範
を
示
す
の
は
、
一
六
、
七
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
信
仰
的
、
神
学
的
戦
い
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ピ
ュ
ー

リ
タ
ニ
ズ
ム
は
何
よ
り
も
ま
ず
礼
拝
の
改
革
、
聖
書
的
神
礼
拝
の
確
立
を
目
指
す
運
動
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
六
、
七
世
紀
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
と
い
う
歴
史
的
、
社
会
的
コ
ン
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
彼
ら
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
の
礼
拝
を
ど
の
よ
う
に
見
、
批
判
し
、
改

革
し
よ
う
と
し
た
の
か
を
今
日
我
々
が
問
う
意
味
は
そ
こ
に
あ
る
。

（
7
） 

と
こ
ろ
で
、
一
五
三
〇
年
代
に
国
王
ヘ
ン
リ
ー
八
世
の
強
力
な
主
導
権
の
下
、
議
会
に
よ
る
一
連
の
立
法
措
置
を
通
し
て
ロ
ー
マ
教

会
か
ら
独
立
し
、T

h
e

 C
h

u
rch

 in
 E

n
g

lan
d

 

か
ら T

h
e C

h
u
rch

 o
f E

n
glan

d
 

と
な
っ
た
教
会
は
、
以
来
今
日
ま
で
国
教
会
の
座
を

占
め
、
先
に
見
た
通
り
、
世
界
の A

n
g

lican
 C

o
m

m
u

n
io

n
 

の
中
核
を
成
し
て
い
る
。
こ
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
を
支
え
て
い
る
三
本

の
柱
は
、
主
教
制
と
祈
祷
書
と
三
十
九
箇
条
で
あ
る
。
こ
の
内
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
が
厳
し
い
批
判
の
目
を
向
け
た
の
は
主
教
制
と
祈
祷
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書
で
あ
り
、
三
十
九
箇
条
に
つ
い
て
は
お
お
む
ね
同
意
し
て
い
た
。
主
教
制
と
祈
祷
書
の
内
、
前
者
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
政
治
、
社

会
の
基
本
的
枠
組
で
も
あ
っ
た
か
ら
、
我
が
国
の
イ
ギ
リ
ス
史
、
あ
る
い
は
イ
ギ
リ
ス
革
命
史
、
法
制
史
の
研
究
者
た
ち
の
関
心
を
引

い
て
き
た
が
、
国
教
会
の
魂
に
当
た
る
祈
祷
書
に
つ
い
て
は
十
分
な
歴
史
的
研
究
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
我
々
が
例
外
と
し
て

挙
げ
る
こ
と
の
で
き
る
研
究
者
は
、
聖
公
会
の
神
学
者
で
あ
る
八
代
崇
と
塚
田
理
で
あ
る
（
先
駆
的
な
祈
祷
書
研
究
と
し
て
は
、
児

玉
久
雄
「
英
国
教
会
祈
祷
書
序
説
」、
共
立
女
子
短
大
紀
要
No. 

6
、
一
九
六
二
、
日
本
聖
公
会
の
現
行
『
祈
祷
書
』
の
教
会
暦
、
聖
餐

式
、
聖
書
日
課
、
特
祷
に
つ
い
て
の
解
説
書
と
し
て
は
、
森
紀
旦
『
主
日
の
御
言
葉
』、
聖
公
会
出
版
、
二
〇
〇
〇
が
あ
る
）。
両
者
と

も
現
代
の
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
な
状
況
に
あ
っ
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
至
る
ま
で
濃
厚
で
あ
っ
た
党
派
的
な
ア
ン
グ
リ
カ
ニ
ズ
ム
を
克

服
す
る
こ
と
に
努
力
し
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
ら
の
立
場
と
課
題
か
ら
言
っ
て
当
然
な
が
ら
、
前
者
の
『
イ
ギ
リ
ス
宗
教
史
改
革
史
』

（
一
九
七
九
）、『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
宗
教
改
革
史
』（
一
九
九
三
）
も
、
後
者
の
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
宗
教
』（
二
〇
〇
四
）
も
、
祈
祷
書

に
批
判
的
だ
っ
た
一
六
、
七
世
紀
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
主
張
に
は
そ
れ
ほ
ど
ス
ペ
ー
ス
を
割
い
て
は
い
な
い
。

そ
こ
で
本
論
稿
に
お
い
て
我
々
は
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
に
よ
る
祈
祷
書
批
判
の
歴
史
を
概
略
的
に
た
ど
り
、
そ
の
意
義
を
考
察
し
た
い

と
思
う
（
一
六
、
七
世
紀
に
作
ら
れ
た
五
つ
の
祈
祷
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
参
考
資
料
A
を
参
照
さ
れ
た
い
）。

本　

論

Ⅰ
．
エ
ド
ワ
ー
ド
第
一
祈
祷
書
（
一
五
四
九
）、
第
二
祈
祷
書
（
一
五
五
二
）

（
1
） 

ヘ
ン
リ
ー
八
世
の
時
代
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
の
礼
拝
は
宗
教
改
革
以
後
も
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
時
代
と
大
き
く
異
な
る
こ
と
は
な
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か
っ
た
。
し
か
し
、
リ
タ
ー
ジ
ー
の
言
語
と
し
て
ラ
テ
ン
語
の
代
わ
り
に
英
語
を
使
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
し
た
、
国
王
の
チ
ャ

プ
レ
ン
、
ト
マ
ス
・
ス
タ
ー
キ
ー
（T

h
o

m
as S

tark
e

y

）
や
、
英
語
で
使
徒
信
条
、
主
の
祈
り
、
十
戒
を
人
々
に
教
え
る
べ
き
だ
と

主
張
し
た
国
王
の
最
高
政
治
顧
問
、
ト
マ
ス
・
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
よ
う
な
人
々
が
い
た
。
ヘ
ン
リ
ー
八
世
自
身
も
礼
拝
の
統
一
、
種
々

の
礼
拝
書
の
改
革
に
関
心
を
寄
せ
、
大
主
教
ク
ラ
ン
マ
ー
を
通
し
て
聖
職
者
会
議
に
そ
の
意
向
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
一
五
四
五
年
に

は
自
ら
『
国
王
祈
祷
文
』（K

in
g H

en
ry’s P

rim
er

）
を
出
し
、
こ
れ
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
唯
一
の
合
法
的
な
信
徒
用
祈
祷
書
と
な
っ
た
。

こ
の
間
ク
ラ
ン
マ
ー
は
一
五
四
二
年
南
部
管
区
内
に
お
い
て
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
ー
聖
務
日
課
以
外
の
聖
務
日
課
を
禁
止
し
て
礼
拝
統
一
へ

向
け
て
第
一
歩
を
踏
み
出
す
と
と
も
に
、
一
五
四
三
年
の
対
仏
戦
争
を
機
に
一
五
四
四
年
英
語
の
リ
タ
ニ
ー
（
連
祷
、
嘆
願
）
を
出
版

す
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ヘ
ン
リ
ー
八
世
の
意
向
に
よ
り
始
ま
っ
た
諸
種
の
礼
拝
書
の
改
革
の
作
業
は
、
い
ず
れ
も
実
を
結

ば
な
い
ま
ま
、
エ
ド
ワ
ー
ド
六
世
の
治
世
と
な
っ
た
。

（
2
） 

一
五
四
七
年
一
月
に
即
位
し
た
エ
ド
ワ
ー
ド
六
世
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
執
政
と
枢
密
院
の
主
導
の
下
、
国
王
指
令
（R

o
y

al 

In
ju

n
ctio

n
s

）
と
そ
れ
ら
に
基
づ
く
査
察
の
た
め
の
調
査
箇
条
の
作
成
な
ど
を
通
し
て
、
聖
務
日
課
の
み
な
ら
ず
リ
タ
ー
ジ
ー
に
つ
い

て
も
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
化
を
図
る
こ
と
に
着
手
し
た
。
一
方
、
聖
職
者
会
議
下
院
は
「
神
礼
拝
の
検
討
、
改
革
、
出
版
」
を
上
院
に
請

願
、
年
末
に
は
二
種
配
餐
を
全
会
一
致
で
決
定
し
た
。
一
五
四
八
年
に
は
大
主
教
ク
ラ
ン
マ
ー
が
画
期
的
な
『
聖
餐
式
順
序
』（T

h
e

 

O
rd

e
r o

f C
o

m
m

u
n

io
n

）
を
出
版
し
た
。
ま
た
、
四
八
年
の
末
ま
で
に
は
ク
ラ
ン
マ
ー
と
主
教
、
神
学
者
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
「
祈

祷
書
」
が
完
成
し
、
こ
れ
を
受
け
て
議
会
は
翌
四
九
年
一
月
に
祈
祷
書
（
礼
拝
）
統
一
法
を
成
立
さ
せ
た
。
い
わ
ゆ
る
エ
ド
ワ
ー
ド
第

一
祈
祷
書
の
誕
生
で
あ
る
。

（
3
） 

第
一
祈
祷
書
の
資
料
と
し
て
は
、
従
来
の
諸
種
の
礼
拝
書
に
加
え
て
、
教
皇
パ
ウ
ロ
三
世
の
権
威
の
下
に
出
さ
れ
た
ス
ペ
イ
ン
の
フ
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ラ
ン
シ
ス
コ
会
士
キ
ニ
ョ
ー
ネ
ス
（Q

u
in

o
n

e
s

）
の
聖
務
日
課
書
（1

5
3

5
1

、1
5

3
7

2

）、
ブ
ー
ツ
ァ
ー
、
メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン
の
協
力
を
得

て
作
ら
れ
た
ケ
ル
ン
大
司
教
ヘ
ル
マ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ィ
ー
ト
の
『
ヘ
ル
マ
ン
の
諮
問
』（H

e
rm

an
’s C

o
n

su
ltatio

n
, 1

5
4

3

）、
ブ
レ

ン
ツ
や
オ
ジ
ア
ン
ダ
ー
の
手
に
成
る
『
教
会
礼
拝
次
第
』（C

h
u

rch
 O

rd
e

r, 1
5

3
3

）
な
ど
が
一
般
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
資
料
に
基
い
て
編
集
さ
れ
た
第
一
祈
祷
書
は
そ
の
序
文
に
お
い
て
、
目
指
す
と
こ
ろ
を
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
古
代
教
父
た
ち
の
時
代
の
、
聖
職
者
が
聖
書
に
親
し
み
健
全
な
教
理
を
教
え
る
敬
神
（G

o
d

lin
e

ss

）
も
、
そ
れ
に

よ
っ
て
益
を
受
け
て
真
の
宗
教
へ
の
愛
に
よ
っ
て
燃
え
立
つ
信
徒
の
敬
神
も
、
長
い
間
の
う
ち
に
失
わ
れ
、
品
位
あ
る
秩
序
が
無
く

な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
教
会
に
回
復
す
る
具
体
的
手
立
て
と
し
て
本
書
が
作
ら
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
か

く
し
て
第
一
祈
祷
書
は
、
①
礼
拝
は
す
べ
て
英
語
で
行
う
、
②
以
前
の
礼
拝
書
か
ら
採
っ
た
部
分
は
教
理
的
に
修
正
し
て
入
れ
る
、
③

聖
書
日
課
か
ら
聖
書
の
中
世
の
代
替
物
を
除
く
、
④
ロ
ー
マ
の
ミ
サ
の
動
作
（
携
挙
、
崇
敬
な
ど
）
を
除
く
か
禁
止
す
る
、
な
ど
の
特

徴
を
も
つ
画
期
的
な
も
の
と
な
っ
た
。

（
4
） 

我
々
は
こ
の
祈
祷
書
が
「
礼
拝
問
題
に
お
い
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
の
、
英
議
会
初
の
制
定
法
」（
ラ
ト
ク
リ
フ
）
で
あ
る
祈

祷
書
統
一
法
が
厳
格
な
罰
則
規
定
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
聖
職
禄
保
有
者
の
初
犯
は
一
年
間
の
聖

職
禄
没
収
と
保
釈
な
し
の
六
ヶ
月
の
投
獄
、
再
犯
は
聖
職
禄
の
完
全
没
収
と
一
年
間
の
投
獄
、
三
犯
は
終
身
投
獄
、
禄
を
持
た
な
い
聖

職
者
の
場
合
は
、
禄
を
得
る
こ
と
は
で
き
ず
、
初
犯
で
保
釈
な
し
の
六
ヶ
月
投
獄
、
再
犯
で
終
身
投
獄
、
信
徒
の
場
合
（
演
劇
、
歌
、

公
の
話
で
侮
辱
す
る
な
ど
し
て
）
は
、
初
犯
一
〇
ポ
ン
ド
の
罰
金
、
再
犯
は
二
〇
ポ
ン
ド
の
罰
金
、
ま
た
六
週
間
以
内
に
罰
金
を
払
わ

な
け
れ
ば
初
犯
で
保
釈
な
し
の
三
ヶ
月
投
獄
、
再
犯
で
保
釈
な
し
の
六
ヶ
月
投
獄
、
三
犯
は
財
産
没
収
で
あ
る
。

（
5
） 

こ
う
し
た
強
制
力
を
も
っ
て
課
さ
れ
た
第
一
祈
祷
書
に
対
し
て
は
、
西
部
地
方
は
じ
め
全
国
各
地
で
カ
ト
リ
ッ
ク
お
よ
び
保
守
派
か
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ら
実
力
行
使
を
含
む
激
し
い
反
対
が
起
こ
っ
た
。
一
方
、
ク
ラ
ン
マ
ー
の
招
き
で
一
五
四
九
年
に
来
島
し
て
い
た
ピ
ー
タ
ー
・
マ
ー

タ
ー
（
ヴ
ェ
ル
ミ
グ
リ
）
や
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ブ
ー
ツ
ァ
ー
ら
大
陸
の
宗
教
改
革
者
た
ち
も
、
求
め
ら
れ
て
第
一
祈
祷
書
に
対
し
率
直
な

批
判
を
寄
せ
た
。
ブ
ー
ツ
ァ
ー
の
批
判
は
の
ち
に
『
検
閲
』（C

en
su

ra, 1
5

7
7

  

バ
ー
ゼ
ル
）
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、
彼
の

中
心
的
な
批
判
は
祈
祷
書
の
祭
服
、
死
者
の
た
め
の
祈
り
、
聖
別
祈
祷
に
お
け
る
聖
霊
を
呼
び
求
め
る
祈
り
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。

（
6
） 

ク
ラ
ン
マ
ー
、
リ
ド
リ
ら
は
こ
う
し
た
大
陸
の
神
学
者
た
ち
の
意
見
を
少
な
か
ら
ず
取
り
入
れ
て
一
五
五
二
年
初
め
ま
で
に
改
訂
祈

祷
書
を
作
成
し
、
こ
れ
が
同
年
四
月
の
よ
り
教
化
さ
れ
た
統
一
法
に
よ
っ
て
（
祈
祷
書
礼
拝
以
外
に
出
た
者
は
、
初
犯
―
保
釈
な
し

六
ヶ
月
投
獄
、
再
犯
―
保
釈
な
し
一
年
投
獄
、
三
犯
―
保
釈
な
し
生
涯
投
獄
と
新
た
に
規
定
さ
れ
た
）
制
定
さ
れ
た
の
が
第
二
祈
祷
書

（
一
五
五
二
）
で
あ
る
。
そ
の
序
文
は
最
後
の
わ
ず
か
の
部
分
を
除
い
て
第
一
祈
祷
書
の
そ
れ
と
同
一
で
あ
る
が
、
本
文
に
お
け
る
主

な
修
正
個
所
は
、
①
日
々
の
祈
り
、
②
聖
餐
式
次
第
、
③
洗
礼
式
、
④
病
人
訪
問
式
、
⑤
埋
葬
式
、
⑥
祭
服
に
つ
い
て
の
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
、
な
ど
に
見
ら
れ
る
。
全
体
と
し
て
、
第
一
祈
祷
書
に
見
ら
れ
る
あ
い
ま
い
な
個
所
（
例
え
ば
、
ミ
サ
、
祭
壇
、
聖
母
マ
リ
ア
の
記

念
な
ど
）、
迷
信
と
化
し
や
す
い
慣
習
（
悪
魔
払
い
、
洗
礼
盤
の
祝
福
、
塗
油
な
ど
）
が
修
正
も
し
く
は
削
除
さ
れ
た
ほ
か
、
聖
餐
の

教
理
に
お
い
て
は
ロ
ー
マ
的
、
ル
タ
ー
的
な
も
の
か
ら
改
革
派
的
な
も
の
に
変
更
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
、
第
二
祈
祷
書
の
特
徴
が
あ
る
。

（
7
） 

こ
の
よ
う
な
改
訂
を
施
さ
れ
た
祈
祷
書
は
出
版
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
先
に
改
訂
さ
れ
た
ロ
ー
マ
教
会
の
も
の
と
大
き
く
異
な
る
も
の

と
な
っ
て
い
た
「
聖
職
按
手
式
文
」（T

h
e O

rd
in

al, 1
5

5
1

）
が
付
さ
れ
、
ま
た
、
当
時
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
活
動
し
て
い
た
ジ
ョ
ン
・

ノ
ッ
ク
ス
の
強
い
働
き
か
け
で
枢
密
院
が
動
き
、
陪
餐
者
が
ひ
ざ
ま
ず
い
て
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
を
受
け
る
よ
う
指
示
す
る
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
は
キ
リ
ス
ト
の
現
実
的
、
本
質
的
現
臨
へ
の
崇
敬
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
す
る
〈
黒
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
〉
が
入
れ
ら
れ

た
。
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（
8
） 
か
く
し
て
成
立
し
た
第
二
祈
祷
書
は
、
翌
年
の
エ
ド
ワ
ー
ド
六
世
の
死
去
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
女
王
メ
ア
リ
ー
の
登
位
の
結
果
、
そ
の

第
一
廃
棄
法
に
よ
り
、
国
内
で
は
失
効
、
廃
止
さ
れ
た
が
、
亡
命
イ
ギ
リ
ス
人
た
ち
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
用
い
ら
れ
、
ジ
ョ

ン
・
ノ
ッ
ク
ス
ら
の
反
発
を
招
い
て
い
わ
ゆ
る
〈
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
騒
動
〉
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
騒
動
は
、
国
内
に

お
い
て
間
も
な
く
起
こ
る
国
教
会
当
局
と
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
対
立
の
先
が
け
で
あ
り
、
縮
図
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

Ⅱ
．
エ
リ
ザ
ベ
ス
祈
祷
書
（
一
五
五
九
）
と
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン

（
1
） 

一
五
五
八
年
一
一
月
に
即
位
し
た
エ
リ
ザ
ベ
ス
は
、
国
内
に
多
数
残
っ
て
い
る
カ
ト
リ
ッ
ク
支
持
派
と
、
迫
害
が
止
ん
で
よ
う
や

く
表
面
に
現
れ
て
き
た
多
く
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
、
そ
し
て
大
陸
か
ら
帰
国
し
た
メ
ア
リ
ー
の
亡
命
者
を
念
頭
に
注
意
深
く
宗
教
政

策
を
進
め
た
が
、
そ
う
し
た
中
に
も
宗
教
の
統
一
し
た
秩
序
の
樹
立
の
た
め
に
早
い
段
階
か
ら
エ
ド
ワ
ー
ド
祈
祷
書
の
回
復
の
道
を

探
っ
て
い
た
。
当
初
は
第
一
祈
祷
書
が
検
討
さ
れ
た
模
様
で
あ
る
が
、
結
局
は
第
二
祈
祷
書
に
修
正
を
加
え
て
採
択
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
れ
を
国
教
会
の
祈
祷
書
と
定
め
る
統
一
法
案
の
審
議
は
特
に
貴
族
院
で
難
航
し
、
最
後
に
は
わ
ず
か
三
票
の
差
で
成
立
し
た

（
一
五
五
九
・
四
）。
い
わ
ゆ
る
エ
リ
ザ
ベ
ス
祈
祷
書
の
誕
生
で
あ
る
（
女
王
に
よ
る
裁
可
は
五
・
八
）。

（
2
） 

エ
リ
ザ
ベ
ス
祈
祷
書
（
一
五
五
九
）
の
エ
ド
ワ
ー
ド
第
二
祈
祷
書
（
一
五
五
二
）
と
の
違
い
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
が
、
以
下
の
よ

う
な
点
は
留
意
に
値
す
る
。
す
な
わ
ち
、
①
第
二
祈
祷
書
で
は
ロ
チ
ュ
ッ
ト
、
サ
ー
プ
リ
ス
以
外
の
す
べ
て
の
祭
服
は
禁
じ
ら
れ
て
い

た
が
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
祈
祷
書
で
は
、
エ
ド
ワ
ー
ド
第
二
年
に
議
会
が
使
用
を
認
め
た
服
装
は
す
べ
て
認
可
さ
れ
て
い
る
、
②
第
二
祈
祷
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書
の
嘆
願
の
「
ロ
ー
マ
司
教
の
圧
制
と
彼
の
い
ま
わ
し
い
悪
か
ら
…
…
」
は
除
か
れ
て
い
る
、
③
配
餐
の
こ
と
ば
を
第
一
、
第
二
祈
祷

書
を
合
せ
た
も
の
と
し
、
ひ
ざ
ま
ず
く
こ
と
に
つ
い
て
の
説
明
は
削
除
さ
れ
て
い
る
、
④
聖
職
按
手
式
文
の
中
の
「
ロ
ー
マ
教
会
の
、

簒
奪
さ
れ
た
権
能
と
権
威
に
反
対
し
て
…
…
」
を
「
あ
ら
ゆ
る
外
国
の
権
力
者
（p

o
te

n
tan

ts

）
の
権
能
と
権
威
に
反
対
し
て
」
と
し

て
い
る
、
な
ど
で
あ
る
。

（
3
） 

エ
リ
ザ
ベ
ス
祈
祷
書
を
定
め
た
統
一
法
は
、
エ
ド
ワ
ー
ド
第
一
、
第
二
祈
祷
書
の
よ
り
も
更
に
厳
し
い
罰
則
規
定
が
定
め
ら
れ
て
い

る
。「
祈
祷
書
を
中
傷
す
る
も
の
、
祈
祷
書
礼
拝
を
邪
魔
す
る
も
の
、
違
反
者
を
庇
う
者
は
、
初
犯
―
一
〇
〇
マ
ル
ク
（
約
七
〇
ポ
ン

ド
）、
六
週
間
以
内
に
払
わ
な
い
場
合
、
保
釈
な
し
で
六
ヶ
月
投
獄
、
再
犯
―
四
〇
〇
マ
ル
ク
（
約
二
八
〇
ポ
ン
ド
）、
六
週
間
以
内
に

払
わ
な
い
場
合
、
保
釈
な
し
で
一
年
投
獄
、
三
犯
―
全
財
産
没
収
と
終
生
投
獄
」「
祈
祷
書
が
用
い
ら
れ
て
い
る
教
会
区
教
会
に
出
席

し
な
い
か
、
し
て
も
い
い
か
げ
ん
に
す
る
者
に
は
一
回
に
つ
き
一
二
ペ
ン
ス
の
罰
金
を
徴
収
す
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。
か
く
し
て
エ

リ
ザ
ベ
ス
祈
祷
書
は
、
全
聖
職
者
、
聖
職
者
を
雇
い
使
用
す
る
者
全
員
、
全
国
民
に
法
に
よ
っ
て
課
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
4
） 

我
々
は
以
下
に
お
い
て
、
こ
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
祈
祷
書
（
一
五
五
九
）
に
対
し
て
向
け
ら
れ
た
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
主
な
批
判
に
焦
点
を

合
わ
せ
、
そ
れ
を
時
系
列
的
に
概
観
す
る
。
祈
祷
書
に
対
す
る
公
然
た
る
批
判
が
最
初
に
出
さ
れ
た
の
は
一
五
六
二
年
の
聖
職
者
会
議

下
院
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、「
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
牧
師
た
ち
」（
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
と
い
う
呼
称
は
こ
の
数
年
後
か
ら
用
い
ら
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
）
は
、
①
日
曜
日
と
キ
リ
ス
ト
の
祝
日
を
除
き
、
全
祝
日
の
廃
止
、
②
オ
ル
ガ
ン
使
用
の
廃
止
、
③
洗
礼
に
お
け
る

十
字
の
印
の
廃
止
、
④
聖
餐
の
と
き
強
制
的
に
ひ
ざ
ま
ず
か
せ
る
こ
と
の
廃
止
、
⑤
サ
ー
プ
リ
ス
以
外
の
全
祭
服
の
廃
止
、
⑥
牧
師
が

礼
拝
時
に
会
衆
に
背
を
向
け
て
司
式
す
る
こ
と
の
廃
止
、
を
主
張
し
た
が
、「
こ
の
革
命
的
な
提
案
」（
プ
ロ
ク
タ
ー
と
フ
リ
ア
）
は
わ

ず
か
一
票
の
差
で
否
決
さ
れ
た
。
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（
5
） 
こ
の
頃
、
女
王
政
府
と
教
会
当
局
は
、
ジ
ュ
ー
エ
ル
の
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
の
弁
明
』（
一
五
六
二
）
の
出
版
を
公
認
す
る
と
と

も
に
「
三
十
八
箇
条
」（
四
十
二
箇
条
の
改
訂
）
を
作
成
す
る
な
ど
し
て
対
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
、
反
ト
レ
ン
ト
の
立
場
を
明
確
に
し

た
が
、
祈
祷
書
に
よ
る
統
一
政
策
は
強
力
に
遂
行
し
た
。
そ
の
た
め
一
五
七
〇
年
に
入
る
と
、
議
会
に
お
い
て
祈
祷
書
に
対
す
る
強
い

反
発
、
祈
祷
書
改
訂
の
声
が
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
議
会
の
動
き
を
力
で
抑
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
祈
祷
書
反
対
の

声
は
各
地
に
広
ま
り
、
女
王
の
布
告
（In

ju
n
ctio

n

）
や
大
主
教
の
通
告
（A

d
vertisem

en
ts, 1

5
6

6

）
で
も
黙
ら
せ
る
こ
と
は
で
き

な
く
な
っ
た
。

（
6
） 

ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
牧
師
の
祈
祷
書
に
対
す
る
第
二
の
公
然
た
る
批
判
は
、
匿
名
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、『
議
会
へ
の
勧
告
』（
一
五
七
二
）

と
な
っ
て
現
れ
た
（『
宗
教
改
革
著
作
集
12 

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
宗
教
改
革
Ⅰ
』
教
文
館
、
一
九
八
六
、
所
収
）。
フ
リ
ア
は
こ
れ
を

「
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
最
初
の
公
然
た
る
宣
言
」
と
呼
ぶ
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
著
者
と
し
て
、
ジ
ョ
ン
・
フ
ィ
ー
ル
ド
（Jo

h
n

 F
ie

ld

）
と

ト
マ
ス
・
ウ
ィ
ル
コ
ッ
ク
ス
（T

h
o

m
as W

ilco
x

）
の
二
人
の
牧
師
が
統
一
法
違
反
と
し
て
逮
捕
さ
れ
る
に
至
っ
た
（
今
日
で
も
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
著
者
を
ト
ー
マ
ス
・
カ
ー
ト
ラ
イ
ト
と
す
る
記
述
が
、
時
折
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
）。『
議
会
へ
の
勧
告
』

は
、「
教
会
の
儀
式
や
統
治
形
態
に
見
ら
れ
る
教
皇
主
義
の
名
残
り
を
す
べ
て
廃
棄
す
る
だ
け
で
な
く
、
主
ご
自
身
が
み
こ
と
ば
に

よ
っ
て
命
じ
ら
れ
た
こ
と
の
み
神
の
教
会
に
も
た
ら
し
、
定
着
さ
せ
る
こ
と
に
も
全
力
が
投
入
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
し
、「
真
の

キ
リ
ス
ト
の
教
会
を
判
断
す
る
外
的
な
し
る
し
は
、
神
の
言
葉
の
明
確
な
宣
教
、
聖
餐
の
誠
実
な
執
行
、
勧
告
や
罪
の
悔
い
改
め
か
ら

成
る
教
会
の
厳
格
な
訓
練
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
改
革
派
神
学
に
基
づ
く
見
方
で
あ
る
が
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
よ
り
も
一

歩
進
ん
で
、
ノ
ッ
ク
ス
の
よ
う
に
真
の
教
会
の
し
る
し
を
、
訓
練
（
戒
規
）
を
含
む
三
つ
と
す
る
。
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著
者
た
ち
は
、
聖
職
者
た
ち
が
「
完
全
に
礼
拝
規
定
集
や
祈
祷
書
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
…
…
」「
神
の
み
こ
と
ば
に
反
対
す
る
き
わ

め
て
多
く
の
こ
と
…
…
例
え
ば
婦
人
に
よ
る
洗
礼
式
、
私
誦
ミ
サ
、
ユ
ダ
ヤ
的
浄
め
、
聖
日
の
遵
守
な
ど
…
…
教
皇
の
典
礼
規
定
書
か

ら
切
り
と
ら
れ
た
も
の
」
を
行
っ
て
い
る
と
全
般
的
な
批
判
を
加
え
た
あ
と
、
聖
礼
典
の
執
行
に
つ
い
て
詳
細
に
批
判
を
展
開
す
る
。

聖
餐
式
に
つ
い
て
の
批
判
対
象
は
、
①
ロ
ー
マ
ミ
サ
典
書
か
ら
の
参
入
唱
（In

tro
it

）
の
借
用
、
②
使
徒
書
簡
、
福
音
書
の
朗
読
、
③

ニ
ケ
ア
信
条
の
唱
和
、
④
聖
餐
式
の
審
査
な
し
、
⑤
日
常
用
の
パ
ン
の
代
わ
り
に
ウ
ェ
イ
フ
ァ
を
使
用
、
⑥
ホ
ノ
リ
ウ
ス
教
令
集
に
従

い
、
ひ
ざ
ま
ず
い
て
聖
餐
に
あ
ず
か
る
、
⑦
全
体
に
対
し
て
「
な
ん
じ
ら
と
り
て
食
べ
よ
」
で
な
く
、
単
独
の
相
手
に
「
な
ん
じ
と
り

て
食
べ
よ
」
と
言
う
、
⑧
ロ
ー
マ
的
な
「
な
ん
じ
ら
の
た
め
に
与
え
ら
れ
し
わ
れ
ら
の
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
身
体
」
な
ど
の
言
葉

の
借
用
、
⑨
執
行
の
際
に
グ
ロ
リ
ア
（
大
栄
光
の
唱
）
を
用
い
る
、
⑩
良
心
に
は
か
ら
ず
、
習
慣
的
に
受
け
て
い
る
、
⑪
罪
を
犯
し
て

い
る
人
々
に
も
無
理
に
あ
ず
か
ら
せ
て
い
る
、
⑫
簡
素
に
で
は
な
く
、
賛
美
歌
、
管
楽
器
、
サ
ー
プ
リ
ス
、
コ
ー
プ
な
ど
を
用
い
て
尊

大
に
行
っ
て
い
る
、
な
ど
で
あ
る
。

洗
礼
式
に
関
し
て
の
批
判
は
、
①
サ
ー
プ
リ
ス
使
用
、
②
教
父
母
、
幼
児
へ
の
質
問
、
③
聖
な
る
洗
礼
盤
、
十
字
の
印
、
④
執
事
、

助
産
婦
な
ど
に
よ
る
私
的
洗
礼
、
な
ど
、
昔
の
ロ
ー
マ
教
皇
が
取
り
入
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
に
向
け
ら
れ

て
い
る
。

（
7
） 

ジ
ョ
ン
・
フ
ィ
ー
ル
ド
は
同
じ
年
、
一
五
七
二
年
に
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
に
な
お
残
存
す
る
教
皇
主
義
的
悪
弊
に
つ
い
て
』（
こ

れ
も
『
宗
教
改
革
著
作
集
12 

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
宗
教
改
革
Ⅱ
』
に
訳
出
さ
れ
て
い
る
）
を
出
版
し
、
そ
の
中
で
『
議
会
へ
の
勧
告
』
と

ほ
ぼ
同
趣
旨
の
祈
祷
書
批
判
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
は
、
上
記
の
ほ
か
に
、
①
聖
餐
式
の
前
に
行
わ
れ
る
朗
読
礼
拝
、
②

ヴ
ェ
ー
ル
着
用
に
よ
る
礼
拝
出
席
、
③
説
教
の
代
わ
り
に
『
説
教
集
』（
公
刊
予
定
の
）
か
ら
一
篇
を
朗
読
す
る
こ
と
、
④
聖
人
の
日

の
礼
拝
や
そ
の
午
後
の
断
食
、
⑤
司
祭
（p

rie
st

）
の
名
称
、
⑥
結
婚
指
輪
、
ま
た
「
こ
の
指
輪
を
も
っ
て
な
ん
じ
を
め
と
り
、
こ
の
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身
体
を
も
っ
て
な
ん
じ
を
崇
め
ん
」
と
い
う
新
婦
に
対
す
る
新
郎
の
こ
と
ば
、
⑦
死
者
の
た
め
の
祈
祷
、
⑧
葬
儀
説
教
、
⑨
埋
葬
に
か

か
わ
る
多
く
の
迷
信
的
習
慣
（
例
え
ば
、
白
か
黒
の
十
字
架
を
遺
体
の
上
に
置
く
）、
⑩
複
雑
で
混
乱
し
た
礼
拝
順
序
、
⑪
司
祭
が
新

し
い
信
者
に
対
し
て
「
聖
霊
を
受
け
よ
」
と
言
う
、
等
々
で
あ
る
。

（
8
） 

こ
う
し
た
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
徹
底
し
た
批
判
に
対
し
て
エ
リ
ザ
ベ
ス
政
府
は
、
従
来
か
ら
の
取
り
締
ま
り
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

一
五
八
三
年
に
は
大
主
教
ホ
ウ
ィ
ッ
ト
ギ
フ
ト
が
「
三
項
目
」（
①
国
王
の
至
上
性
、
②
祈
祷
書
の
合
法
性
と
使
用
、
③
三
十
九
箇

条
）
へ
の
同
意
署
名
を
全
聖
職
者
に
求
め
、
一
五
八
七
年
に
は
高
等
宗
務
官
裁
判
所
を
常
設
し
て
そ
の
強
化
（e

x
 o

ffi
cio

 

宣
誓
な
ど
）

を
図
り
、
更
に
一
五
九
二
年
に
は
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
弾
圧
法
と
し
て
知
ら
れ
る
「
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
取
り
締
ま
り
法
」（T

h
e

 A
ct ag

ain
st 

P
u

ritan
s

）
を
制
定
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
年
一
五
九
二
年
大
主
教
ホ
ウ
ィ
ッ
ト
ギ
フ
ト
の
補
佐
主
教
と
な
っ
た
リ
チ
ャ
ー
ド
・
バ

ン
ク
ロ
フ
ト
は
、
翌
一
五
九
三
年
『
危
険
な
立
場
』（D

an
g

e
ro

u
s P

o
sitio

n
s

…
）、『
聖
な
る
規
律
と
称
さ
れ
る
も
の
の
探
査
』（A

 

S
u

r
ve

y
 o

f th
e

 p
re

te
n

d
e

d
 h

o
ly

 D
iscip

lin
e

）
を
出
版
し
て
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
、
特
に
長
老
主
義
者
と
分
離
主
義
者
を
厳
し
く
批
判

し
、
九
七
年
に
は
ロ
ン
ド
ン
主
教
と
な
っ
て
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
取
り
締
ま
り
に
全
力
を
挙
げ
た
。
ま
た
、
ロ
ン
ド
ン
の
テ
ン
プ
ル
教
会
主

任
司
祭
だ
っ
た
リ
チ
ャ
ー
ド
・
フ
ッ
カ
ー
は
同
教
会
に
説
教
者
と
し
て
赴
任
し
た
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ト
ラ
ヴ
ァ
ー
ズ
と

の
論
争
に
飽
い
て
田
舎
の
教
会
に
退
き
、『
教
会
政
治
理
法
論
』（
第
一
〜
四
巻
は
一
五
九
四
年
、
第
五
巻
は
一
五
九
七
年
、
第
六
〜
八

巻
は
死
後
出
版
）
の
執
筆
に
精
力
を
注
い
だ
。
全
体
が
ロ
ー
マ
と
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
間
を
行
く
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
の
神
学
的
、
哲
学

的
、
法
的
基
礎
付
け
を
行
う
も
の
だ
っ
た
が
、
特
に
第
五
巻
に
お
い
て
フ
ッ
カ
ー
は
、
教
会
の
規
律
と
礼
拝
に
対
す
る
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン

の
非
難
を
詳
し
く
検
討
し
、「
人
間
の
諸
制
度
が
作
り
出
さ
れ
る
材
料
の
種
類
と
、
そ
れ
ら
の
問
題
を
考
え
る
場
合
に
そ
の
判
断
を
参

照
す
べ
き
ジ
ャ
ッ
ジ
の
多
様
な
性
質
を
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
が
考
え
て
い
な
い
と
批
判
し
た
」（
カ
ー
ド
ウ
ェ
ル
の
要
約
）。

か
く
し
て
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
は
エ
リ
ザ
ベ
ス
治
下
き
わ
め
て
厳
し
い
弾
圧
と
批
判
を
受
け
続
け
た
が
、
ハ
ラ
ー
の
言
う S

p
iritu

al 



117 ピューリタンと祈祷書問題

B
ro

th
e

rh
o

o
d

 

の
絆
と
、
女
王
の
側
近
だ
っ
た
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ウ
ォ
ル
シ
ン
ガ
ム
や
バ
ー
リ
ー
卿
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
セ
シ
ル
、
庶
民
院
議

員
・
議
長
の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ク
ッ
ク
ら
の
密
か
な
支
援
に
よ
り
運
動
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

Ⅲ
．
ジ
ェ
ー
ム
ズ
一
世
祈
祷
書
（
一
六
〇
四
）
と
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン

（
1
） 

エ
リ
ザ
ベ
ス
治
下
さ
ま
ざ
ま
な
苦
難
を
強
い
ら
れ
た
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
た
ち
は
、
長
老
主
義
教
会
政
治
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
主
義
的
神
学

で
聞
こ
え
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
か
ら
来
る
新
し
い
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
を
大
き
な
期
待
を
も
っ
て
迎
え
た
。
そ
こ
で
「
穏
健
派
ピ
ュ
ー

リ
タ
ン
」（
ニ
ー
ル
と
ウ
ィ
ロ
ビ
ー
）
の
牧
師
た
ち
は
、
一
六
〇
四
年
一
月
ロ
ン
ド
ン
へ
の
途
上
に
あ
っ
た
ジ
ェ
ー
ム
ズ
一
世
に
い
わ

ゆ
る
千
人
請
願
を
提
出
し
た
。
そ
の
タ
イ
ト
ル
は
、「
教
会
の
種
々
の
儀
式
と
悪
弊
の
改
革
を
願
う
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
の
牧
師
た
ち

の
謙
虚
な
請
願
」
で
あ
り
、
そ
の
序
に
お
い
て
、
自
分
た
ち
は
「
教
会
に
お
け
る
人
民
の
平
等
を
図
る
党
派
的
人
間
」
や
「
教
会
体

制
の
壊
体
を
目
指
す
分
派
」
で
は
な
く
、
牧
師
職
を
失
う
よ
り
は
と
や
む
な
く
祈
祷
書
に
同
意
署
名
は
し
た
が
、「
人
間
的
な
礼
拝
様

式
と
儀
式
の
共
通
の
重
荷
の
下
に
う
め
き
苦
し
ん
で
い
る
…
…
ゆ
え
、
そ
の
重
荷
を
除
き
、
救
済
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
る
。

彼
ら
の
要
望
は
、
教
会
の
礼
拝
、
教
会
の
牧
師
（m

in
iste

rs
）、
教
会
の
禄
と
生
活
費
、
教
会
規
律
の
四
項
目
か
ら
成
り
、
い
ず
れ
の

場
合
に
お
い
て
も
「
聖
書
に
一
致
し
な
い
」（n

o
t

…agreeab
le to

 th
e S

crip
tu

re

）
と
し
て
改
善
す
べ
き
具
体
的
事
項
を
挙
げ
て
い

る
。
教
会
の
礼
拝
の
項
に
お
い
て
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
牧
師
た
ち
が
主
張
し
た
の
は
、
①
洗
礼
の
際
の
十
字
の
印
、
幼
児
に
対
し
て
な
さ
れ

る
質
問
、
堅
信
式
は
余
分
な
も
の
と
し
て
除
去
、
②
洗
礼
は
女
性
に
よ
っ
て
施
さ
れ
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
そ
う
説
明
さ
れ
る
べ
き
、
③

キ
ャ
ッ
プ
と
サ
ー
プ
リ
ス
は
義
務
づ
け
ら
れ
な
い
、
④
聖
餐
式
の
前
に
審
査
が
な
さ
れ
る
べ
き
、
⑤
聖
餐
式
は
説
教
と
共
に
な
さ
れ
る

べ
き
、
⑥
祈
祷
書
に
見
ら
れ
る
司
祭
、
赦
罪
等
々
の
用
語
、
結
婚
指
輪
、
そ
の
他
そ
の
た
ぐ
い
の
も
の
は
是
正
、
⑦
長
過
ぎ
る
礼
拝
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は
短
縮
す
べ
き
、
⑧
教
会
の
歌
と
音
楽
は
よ
り
教
化
的
な
も
の
と
す
る
、
⑨
主
日
を
汚
さ
ぬ
こ
と
、
そ
し
て
聖
な
る
日
（h

o
ly

 d
ay

s

）

の
休
息
は
あ
ま
り
厳
格
に
求
め
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
、
⑩
教
理
の
統
一
が
課
さ
れ
る
べ
き
、
⑪
教
皇
派
の
見
解
（o

p
in

io
n

）
を
も
は

や
教
え
た
り
、
弁
護
し
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
牧
師
た
ち
が
会
衆
に
対
し
て
イ
エ
ス
の
名
が
唱
え
ら
れ
る
と
き
お
じ
ぎ
を
す
る
よ
う

教
え
る
こ
と
を
課
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
、
⑫
教
会
で
は
正
典
聖
書
の
み
が
朗
読
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
な
ど
で
あ
っ
た
。

（
2
） 

こ
う
し
た
要
望
を
受
け
た
ジ
ェ
ー
ム
ズ
一
世
は
、
長
老
主
義
教
会
政
治
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
主
義
神
学
に
対
す
る
嫌
悪
、
反
感
を
表
面
に

出
さ
ず
、
ま
た
両
大
学
の
宣
言
は
じ
め
少
な
か
ら
ぬ
反
対
意
見
を
抑
え
て
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
た
ち
が
求
め
る
国
教
会
当
局
と
の
会
談
に

同
意
し
た
。
会
談
は
疫
病
や
諸
事
情
で
遅
延
さ
れ
た
が
、
一
六
〇
一
年
一
月
一
四
日
（
土
）、
一
六
日
（
月
）、
一
八
日
（
水
）
の
三

回
、
ハ
ン
プ
ト
ン
宮
殿
（
コ
ー
ト
）
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
ハ
ン
プ
ト
ン
・
コ
ー
ト
会
談
で
あ
る
。
そ
の
第
一
日
目
は
国
王

と
主
教
は
じ
め
国
教
会
当
局
者
た
ち
の
間
で
行
わ
れ
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
代
表
が
国
王
と
枢
密
院
の
前
に
呼
び
出
さ
れ
、
国
教
会
当
局
者

た
ち
の
い
る
と
こ
ろ
で
四
つ
の
問
題
を
提
出
し
た
の
は
第
二
日
目
で
あ
る
。
第
三
日
目
は
再
び
国
王
と
国
教
会
当
局
者
で
協
議
が
な
さ

れ
た
あ
と
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
代
表
が
招
か
れ
、
祈
祷
書
に
お
い
て
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
若
干
の
個
所
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ

て
終
わ
っ
た
。

さ
て
第
二
日
目
、
レ
ノ
ル
ズ
（D

r. R
e

y
n

o
ld

s

）、
ス
パ
ー
ク
ス
（D

r. S
p

ark
e

s

）、
フ
ィ
ー
ル
ド
（D

r. F
ie

ld

）、
キ
ン
グ
（D

r. 

K
in

g

）、
チ
ャ
ダ
ー
ト
ン
（M

r. C
h

ad
e

rto
n

）、
ニ
ュ
ー
ス
タ
ッ
ブ
ズ
（M

r. K
n

e
w

stu
b

b
s

）
ら
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
代
表
は
、
四
点
を
提

起
し
た
。
教
理
の
純
潔
、
牧
師
が
そ
れ
を
維
持
す
る
手
段
、
教
会
法
廷
（
裁
判
所
）、
そ
し
て
祈
祷
書
に
つ
い
て
で
あ
る
。
初
め
の
三

点
に
つ
い
て
は
す
ぐ
に
合
意
が
で
き
た
が
、
祈
祷
書
に
つ
い
て
は
か
な
り
も
め
た
。
主
に
、
堅
信
式
、
十
字
の
印
、
サ
ー
プ
リ
ス
、
私

的
洗
礼
、
ひ
ざ
ま
ず
く
こ
と
、
経
外
典
の
朗
読
、
祈
祷
書
へ
の
同
意
署
名
を
め
ぐ
っ
て
で
あ
る
。
結
局
こ
の
日
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
た
ち
に

与
え
ら
れ
た
譲
歩
は
、
①
聖
書
の
統
一
し
た
翻
訳
が
あ
る
べ
き
、
②
一
つ
の
教
理
問
答
（
カ
テ
キ
ズ
ム
）
が
全
国
で
用
い
ら
れ
る
べ
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き
、
③
経
外
典
は
朗
読
さ
れ
る
べ
き
だ
が
、
聖
書
と
し
て
で
は
な
く
、
④
三
十
九
箇
条
の
あ
い
ま
い
な
個
所
は
明
ら
か
に
さ
れ
る
べ

き
、
と
い
っ
た
こ
と
の
み
で
あ
っ
た
。

（
3
） 

し
か
し
な
が
ら
、
国
王
と
主
教
た
ち
が
会
談
で
合
意
し
た
祈
祷
書
の
改
訂
に
つ
い
て
は
、
主
教
と
枢
密
院
の
小
委
員
会
の
間
で
作
業

が
進
め
ら
れ
、
聖
職
者
会
議
で
承
認
さ
れ
て
か
ら
、
国
王
ジ
ェ
ー
ム
ズ
一
世
の
開
封
勅
許
状
（le

tte
rs p

ate
n

t

）
で
改
訂
祈
祷
書
の
出

版
と
使
用
が
命
じ
ら
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
ジ
ェ
ー
ム
ズ
一
世
祈
祷
書
で
あ
る
。

ジ
ェ
ー
ム
ズ
一
世
祈
祷
書
（
一
六
〇
四
）
で
加
え
ら
れ
た
修
正
個
所
は
、
暦
、
福
音
書
、
洗
礼
、
堅
信
式
、
教
理
問
答
な
ど
に
つ
い

て
で
、
ほ
と
ん
ど
は
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
や
若
干
の
説
明
の
言
葉
の
付
加
な
ど
そ
れ
ほ
ど
重
要
性
を
も
た
な
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
従
来
の

教
理
問
答
の
末
尾
に
洗
礼
と
主
の
晩
餐
に
つ
い
て
の
一
二
の
問
答
（
聖
職
者
会
議
下
院
議
長
の
オ
ー
ヴ
ァ
ー
オ
ー
ル
の
手
に
な
る
と
言

わ
れ
る
）
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
は
重
要
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
完
成
し
た
改
訂
祈
祷
書
は
、
一
六
〇
四
年
七
月
一
六
日
付
の
国
王

布
告
に
よ
り
大
主
教
、
主
教
を
は
じ
め
と
す
る
全
聖
職
者
に
そ
れ
が
遵
守
さ
れ
る
よ
う
取
り
計
ら
い
、
違
反
者
は
処
罰
す
べ
き
こ
と
を

命
じ
、
ま
た
全
国
民
は
今
や
確
立
さ
れ
た
神
礼
拝
に
不
平
を
言
い
立
て
、
変
更
を
試
み
る
こ
と
の
な
い
よ
う
厳
命
し
た
。

（
4
） 

一
方
、
ハ
ン
プ
ト
ン
・
コ
ー
ト
会
談
に
お
い
て
反
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
立
場
で
活
躍
し
た
バ
ン
ク
ロ
フ
ト
は
、
ホ
ウ
ィ
ッ
ト
ギ
フ
ト
の

死
去
に
伴
い
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
主
教
と
な
り
、
ヘ
ン
リ
ー
八
世
以
来
懸
案
と
な
っ
て
い
た
教
会
法
の
改
革
を
進
め
、
同
一
六
〇
四
年

『
教
会
法
規
』（T

h
e C

an
o
n
s

）
全
一
六
一
条
を
完
成
さ
せ
た
。
国
王
の
至
上
性
、
祈
祷
書
、
三
十
九
箇
条
へ
の
、
進
ん
で
、「
心
か
ら
」

（e
x

 an
im

o

）
行
う
同
意
署
名
を
厳
格
に
求
め
る
（
三
六
条
）
こ
の
教
会
法
規
は
、
祈
祷
書
に
つ
い
て
は
そ
の
テ
キ
ス
ト
は
変
え
ず
に
、

そ
の
使
用
に
つ
い
て
厳
格
、
詳
細
に
し
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
の
反
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
的
立
場
を
明
確
に
し
た
。
例
え
ば
、
祈
祷
書
通

り
の
礼
拝
（
一
八
条
）、
主
教
座
聖
堂
に
お
け
る
聖
餐
式
で
の
コ
ー
プ
着
用
（
二
四
条
）、
聖
餐
式
以
外
の
と
き
の
サ
ー
プ
リ
ス
、
フ
ー
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ズ
の
着
用
（
二
五
条
）、
牧
師
に
よ
る
秘
密
集
会
（C

o
n

ve
n

ticle
s

）
の
禁
止
（
七
三
条
）、
等
々
で
あ
る
。
こ
の
教
会
法
規
は
、
聖
職

者
会
議
の
同
意
署
名
は
得
た
が
議
会
か
ら
の
承
認
は
得
ら
れ
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
か
ら
、
祈
祷
書
そ
の
も
の
へ
の
批
判
と
相
ま
っ
て
多

く
の
人
々
の
間
に
激
し
い
反
感
を
ま
き
起
こ
す
に
至
っ
た
。
例
え
ば
、
翌
一
六
〇
五
年
に
は
リ
ン
カ
ー
ン
管
区
の
牧
師
た
ち
か
ら
、
祈

祷
書
は
五
〇
も
の
ひ
ど
い
腐
敗
で
満
ち
、
迷
信
と
偶
像
礼
拝
に
陥
っ
て
い
る
ゆ
え
直
ち
に
全
面
的
に
廃
止
す
る
よ
う
求
め
る
請
願
が
出

さ
れ
た
。
こ
う
し
た
祈
祷
書
反
対
運
動
の
結
果
、
約
三
〇
〇
名
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
牧
師
が
罰
と
し
て
免
職
と
な
っ
た
と
見
積
も
ら
れ
て

い
る
。
分
離
派
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
た
ち
が
ゲ
イ
ン
ズ
バ
ラ
、
ス
ク
ル
ー
ビ
ー
な
ど
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
へ
の
亡
命
を
試
み
た
の
も
そ
の
た
め

で
あ
る
。
一
六
一
八
年
ジ
ェ
ー
ム
ズ
一
世
が
「
ス
ポ
ー
ツ
の
書
」
を
公
布
し
た
こ
と
は
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
国
王
・
教
会
当
局
の
宗
教
政

策
に
対
す
る
反
対
を
決
定
的
な
も
の
と
す
る
に
至
っ
た
。

Ⅳ
．
チ
ャ
ー
ル
ズ
一
世
の
治
世
と
祈
祷
書
の
廃
止

（
1
） 

一
六
二
五
年
に
即
位
し
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
一
世
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
フ
ラ
ン
ス
王
女
ア
ン
リ
エ
ッ
ト
・
マ
リ
ー
と
結
婚
し
て
親
カ
ト

リ
ッ
ク
を
示
し
た
だ
け
で
な
く
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ス
主
義
者
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ロ
ー
ド
を
ロ
ン
ド
ン
主
教
（
二
八
年
）、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー

大
主
教
（
三
三
年
）
と
し
て
取
り
立
て
、
ロ
ー
ド
を
通
し
て
専
制
的
政
治
を
展
開
、
そ
れ
を
批
判
す
る
ク
ッ
ク
ら
の
権
利
請
願
（
二
八

年
）
に
は
一
一
年
間
に
わ
た
る
無
議
会
政
治
（
一
六
二
九
―
四
〇
）
を
も
っ
て
こ
た
え
た
。
こ
の
間
チ
ャ
ー
ル
ズ
一
世
は
三
三
年
に
ス

ポ
ー
ツ
の
書
を
再
公
布
、
三
七
年
に
は
ロ
ー
ド
の
手
に
な
る
祈
祷
書
を
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
押
し
付
け
、
国
民
契
約
（
三
八
年
）、
主

教
戦
争
（
三
九
―
四
〇
年
）
を
招
く
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
が
彼
の
没
落
と
な
る
、
短
期
・
長
期
議
会
の
開
催
で
あ
る
。
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（
2
） 

長
期
議
会
に
お
い
て
は
政
治
・
教
会
に
か
か
わ
る
も
ろ
も
ろ
の
苦
情
、
批
判
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
一
環
と
し
て
祈
祷
書
問
題
が

早
く
も
一
六
四
一
年
春
か
ら
貴
族
院
の
小
委
員
会
で
、
秋
か
ら
は
庶
民
院
を
中
心
に
議
論
さ
れ
た
。
そ
の
後
議
会
で
は
し
ば
ら
く
中
断

が
あ
っ
た
が
、
そ
の
間
議
会
の
諮
問
機
関
と
し
て
召
集
さ
れ
た
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
神
学
者
会
議
が
「
礼
拝
指
針
」
に
つ
い
て
取
り

組
み
、
議
会
に
提
出
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
議
会
は
一
六
四
五
年
一
月
に
議
会
条
例
に
よ
っ
て
祈
祷
書
を
廃
止
し
、
そ
の
代
わ
り
に

「
公
的
神
礼
拝
の
指
針
」
を
定
め
る
に
至
っ
た
。
そ
の
序
文
の
前
半
に
お
い
て
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
た
ち
の
祈
祷
書
に
対
す
る
簡
潔
な
評

価
と
長
年
に
わ
た
る
祈
祷
書
へ
の
批
判
の
理
由
が
見
事
に
要
約
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（〔　

〕
と
数
字
は
筆
者

が
便
宜
上
付
し
た
）。

〔
1
〕 

幸
い
な
る
宗
教
改
革
の
初
め
に
、
わ
れ
ら
の
賢
明
で
敬
虔
な
父
祖
た
ち
は
、
彼
ら
が
そ
の
頃
、
御
言
葉
に
よ
り
、
無
益
で
、

誤
り
に
満
ち
、
迷
信
的
、
偶
像
崇
拝
的
で
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
、
公
的
神
礼
拝
に
あ
る
多
く
の
要
素
を
除
去
す
る
た
め
、
礼

拝
規
程
（
オ
ー
ダ
ー
）
を
作
る
こ
と
に
努
め
た
。
当
時
作
ら
れ
た
『
祈
祷
書
』
を
、
多
く
の
信
仰
深
く
学
識
あ
る
人
々
が
大
い

に
喜
ん
だ
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
ミ
サ
、
お
よ
び
ミ
サ
以
外
の
、
ラ
テ
ン
語
に
よ
る
礼
拝
の
部
分
が
廃

止
さ
れ
て
、
公
的
礼
拝
が
わ
れ
ら
自
身
の
国
語
で
祝
わ
れ
、
多
く
の
一
般
の
人
も
、
以
前
に
は
彼
ら
に
と
っ
て
は
封
印
さ
れ
た

書
物
同
然
で
あ
っ
た
聖
書
が
、
彼
ら
自
身
の
国
語
で
朗
読
さ
れ
る
の
を
聞
く
こ
と
に
よ
り
、
益
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら

で
あ
る
。

〔
2
〕 

と
は
い
え
、
長
く
悲
し
い
経
験
は
次
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
英
国
教
会
で
用
い
ら
れ
て
い
る
礼
拝
様

式
は
（
そ
の
編
集
者
た
ち
の
あ
ら
ゆ
る
労
苦
と
信
仰
的
意
図
に
も
か
か
わ
ら
ず
）、
国
内
の
信
仰
深
い
人
々
の
多
く
に
と
っ
て

の
み
な
ら
ず
、
海
外
の
改
革
派
諸
教
会
に
と
っ
て
も
、
つ
ま
ず
き
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
す
べ
て
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の
祈
り
を
朗
読
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
（
そ
れ
は
重
荷
を
非
常
に
増
大
さ
せ
た
）、
そ
の
礼
拝
様
式

の
中
に
含
ま
れ
る
多
く
の
無
益
で
煩
わ
し
い
儀
式
が
、
多
く
の
信
仰
深
い
牧
師
と
人
々
か
ら
神
が
与
え
給
う
諸
規
定
を
奪
う
こ

と
に
よ
り
（
彼
ら
は
そ
れ
ら
の
儀
式
に
服
従
も
し
く
は
同
意
せ
ず
に
は
、
神
の
規
定
の
享
受
を
許
さ
れ
な
い
）、
ま
た
、
そ
れ

ら
に
従
う
こ
と
が
で
き
な
い
彼
ら
の
良
心
を
か
き
乱
す
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
悲
惨
を
引
き
起
こ
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
良
い
キ
リ
ス
ト
者
が
、
主
の
聖
餐
台
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
、
種
々
の
有
能
で
忠
実

な
牧
師
た
ち
が
、
彼
ら
の
牧
師
職
の
遂
行
か
ら
締
め
出
さ
れ
（
忠
実
な
牧
師
が
か
く
も
少
な
い
と
き
、
そ
れ
は
何
千
も
の
魂
を

危
う
く
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
）、
彼
ら
の
暮
ら
し
は
破
壊
さ
れ
て
、
彼
ら
と
彼
ら
の
家
族
は
ど
ん
底
に
突
き
落
と
さ
れ

て
き
た
。
高
位
聖
職
者
と
そ
の
一
派
は
、
た
だ
祈
祷
書
以
外
に
、
わ
れ
ら
の
間
に
は
他
の
礼
拝
あ
る
い
は
神
賛
美
の
仕
方
が
ま

る
で
存
在
し
な
い
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
程
度
ま
で
、
祈
祷
書
の
評
価
を
高
め
よ
う
と
懸
命
に
努
め
て
き
た
。
こ
れ
は
御
言
葉

の
説
教
を
ひ
ど
く
妨
げ
、（
い
く
つ
か
の
所
で
は
、
こ
と
に
最
近
）
説
教
を
不
必
要
な
も
の
と
し
て
、
あ
る
い
は
よ
く
て
も
、

祈
祷
書
の
朗
読
に
は
る
か
に
劣
る
も
の
と
見
て
、
顧
み
な
い
結
果
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
祈
祷
書
は
、
そ
の
よ
う
な
礼
拝
に
喜

ん
で
出
て
、
唇
を
動
か
す
だ
け
で
、
救
い
に
至
る
知
識
と
真
の
敬
虔
に
つ
い
て
は
無
知
で
不
注
意
な
ま
ま
、
か
た
く
な
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
、
多
く
の
無
知
で
迷
信
的
な
人
々
に
よ
り
、
偶
像
以
外
の
何
も
の
で
も
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

〔
3
〕 

一
方
、
教
皇
主
義
者
は
、
祈
祷
書
は
、
彼
ら
の
礼
拝
と
ほ
と
ん
ど
違
わ
な
い
、
と
誇
ら
し
げ
に
言
っ
た
。
そ
う
し
て
彼
ら

は
、
迷
信
と
偶
像
崇
拝
に
す
っ
か
り
凝
り
固
ま
り
、
自
分
た
ち
を
改
革
す
る
こ
と
に
努
め
る
よ
り
も
、
わ
れ
ら
が
彼
ら
の
と
こ

ろ
に
戻
る
こ
と
を
期
待
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
彼
ら
の
こ
の
よ
う
な
期
待
は
、
以
前
の
諸
儀
式
を
課
す
こ
と
は
正
当
で
あ

る
と
い
う
言
い
分
に
よ
っ
て
、
新
し
い
儀
式
が
教
会
に
日
々
押
し
つ
け
ら
れ
た
た
め
に
、
最
近
と
み
に
高
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
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〔
4
〕 

さ
ら
に
そ
の
上
（
こ
れ
は
予
想
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
す
で
に
起
こ
っ
て
い
る
）、
そ
の
礼
拝
様
式
は
、
一
方
に

お
い
て
、
わ
れ
ら
の
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
、
牧
師
職
に
召
し
た
も
う
す
べ
て
の
し
も
べ
に
喜
ん
で
お
与
え
に
な
る
祈
り
の

賜
物
を
用
い
よ
う
と
せ
ず
、
た
だ
他
の
人
々
か
ら
手
渡
さ
れ
た
決
ま
り
文
句
の
祈
祷
文
に
満
足
す
る
よ
う
な
、
怠
惰
で
少
し
も

啓
発
的
で
な
い
牧
師
職
を
生
み
出
し
、
増
加
さ
せ
て
き
た
。
ま
た
他
方
に
お
い
て
、
そ
の
礼
拝
様
式
は
、
教
会
に
お
い
て
こ
れ

ま
で
（
そ
れ
が
存
続
さ
せ
ら
れ
る
な
ら
、
い
つ
ま
で
も
に
な
ろ
う
）
際
限
の
な
い
闘
争
と
論
争
の
的
で
あ
り
、
そ
う
し
た
時

代
に
迫
害
さ
れ
沈
黙
さ
せ
ら
れ
て
き
た
多
く
の
信
仰
深
く
忠
実
な
牧
師
に
と
っ
て
も
、
牧
師
を
志
す
人
に
と
っ
て
も
、
一
つ
の

わ
な
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
彼
ら
の
う
ち
の
少
な
か
ら
ぬ
人
が
、
牧
師
職
を
ひ
た
す
ら
考
え
る
こ
と
か
ら
他
の
研
究
に
す
で
に

進
路
を
変
え
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
多
く
の
人
が
そ
う
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
、
神
が
御
自
身
の
民

に
、
誤
謬
と
迷
信
を
発
見
し
、
敬
信
の
奥
義
に
つ
い
て
の
知
識
と
、
説
教
と
祈
り
の
賜
物
と
を
獲
得
す
る
、
よ
り
よ
い
手
段
を

一
層
お
与
え
下
さ
っ
て
い
る
、
い
ま
こ
の
よ
う
な
時
代
に
お
い
て
そ
う
な
の
で
あ
る
。

Ⅴ
．
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
祈
祷
書
（
一
六
六
二
）
と
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン

（
1
） 

一
一
年
に
わ
た
る
（
一
六
四
九
―
六
〇
）
共
和
制
が
混
乱
の
内
に
幕
を
閉
じ
、
フ
ラ
ン
ス
の
ル
イ
十
四
世
の
下
に
亡
命
し
て
い
た

チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
が
即
位
し
王
政
復
古
が
成
る
と
、
そ
れ
ま
で
抑
圧
さ
れ
て
い
た
主
教
制
国
教
会
支
持
派
は
息
を
吹
き
返
し
、
祈
祷
書

礼
拝
の
回
復
に
全
力
を
傾
け
た
。
一
方
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
側
は
、
ハ
ー
グ
滞
在
中
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
の
も
と
に
赴
く
議
会
の
特
命
委
員

た
ち
に
レ
ノ
ル
ズ
、
カ
ラ
ミ
ー
、
ケ
イ
ス
、
マ
ン
ト
ン
ら
を
随
行
さ
せ
、
自
分
た
ち
の
主
張
を
国
王
に
非
公
式
に
伝
え
た
。
す
な
わ

ち
、
①
祈
祷
書
は
長
く
使
わ
れ
て
い
な
い
、
②
多
く
の
人
は
祈
祷
書
に
つ
い
て
聞
い
た
こ
と
が
な
く
、
全
く
別
の
公
的
礼
拝
の
方
法
に
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な
じ
ん
で
い
る
、
③
王
が
王
室
礼
拝
堂
で
厳
密
な
形
で
リ
タ
ー
ジ
ー
を
用
い
な
い
こ
と
が
国
民
の
期
待
と
一
致
す
る
、
と
い
っ
た
こ
と

で
あ
る
。

チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
は
主
教
神
学
者
た
ち
と
も
会
見
し
た
が
、
両
派
の
神
学
者
た
ち
と
の
会
見
の
あ
と
ブ
レ
ダ
に
お
い
て
出
し
た
宣
言

に
お
い
て
は
、
主
教
制
に
関
し
て
以
外
は
ほ
ぼ
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
要
求
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
明
言
し
た
。
宣
誓
、
同
意
署
名
を
要
求

せ
ず
、
リ
タ
ー
ジ
ー
に
つ
い
て
は
自
由
裁
量
と
し
、
規
定
さ
れ
た
儀
式
に
つ
い
て
は
強
制
し
な
い
、
そ
の
他
の
こ
と
で
あ
る
。
か
く
し

て
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
側
は
国
王
へ
の
感
謝
と
従
順
の
意
を
表
し
、
国
王
の
帰
国
を
待
っ
た
。

（
2
） 

帰
国
す
る
や
い
な
や
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
は
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
期
待
に
反
し
て
王
室
礼
拝
堂
で
リ
タ
ー
ジ
カ
ル
な
礼
拝
を
さ
さ
げ
た

が
、
し
か
し
、
礼
拝
問
題
を
解
決
す
る
た
め
主
教
派
、「
長
老
派
」（
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
派
＝
こ
の
頃
か
ら
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
ほ
ぼ
同
義

語
と
し
て
長
老
派
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
）
双
方
を
集
め
て
会
議
を
開
く
こ
と
を
約
束
し
た
。
そ
こ
で
ロ
ン
ド
ン
の
長
老
派
は

レ
ノ
ル
ズ
、
ワ
ー
ス
、
カ
ラ
ミ
ー
が
起
草
し
た
報
告
書
に
ア
ッ
シ
ャ
ー
大
主
教
の
主
教
制
還
元
論
を
添
え
て
提
出
し
た
。
そ
こ
で
彼
ら

が
主
張
し
た
こ
と
は
、
①
リ
タ
ー
ジ
ー
、
あ
る
い
は
礼
拝
式
は
、
内
容
が
神
の
み
こ
と
ば
に
一
致
し
…
…
他
の
改
革
教
会
の
リ
タ
ー

ジ
ー
と
か
け
離
れ
て
お
ら
ず
、
あ
ま
り
厳
格
に
課
さ
れ
た
り
、
牧
師
が
そ
れ
に
拘
束
さ
れ
過
ぎ
ず
に
祈
り
と
奨
励
の
賜
物
を
用
い
る
こ

と
が
で
き
る
か
ぎ
り
は
合
法
的
で
あ
る
、
②
祈
祷
書
の
中
の
修
正
を
要
す
る
点
に
つ
い
て
は
、
双
方
の
穏
健
な
神
学
者
た
ち
が
で
き
る

だ
け
聖
書
の
言
葉
を
用
い
て
改
訂
す
る
、
③
神
礼
拝
の
中
で
単
に
事
情
に
よ
る
も
の
、
あ
る
い
は
「
人
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
団
体

と
共
通
の
事
情
」
に
つ
い
て
は
「
自
然
の
光
と
人
間
の
思
慮
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
」（
こ
こ
は
、
ほ
ぼ
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン

ス
タ
ー
信
仰
告
白
一
・
六
と
同
一
で
あ
る
）、
④
聖
餐
に
お
い
て
ひ
ざ
ま
ず
く
こ
と
、
人
間
が
制
定
し
た
聖
日
を
押
し
付
け
な
い
こ
と
、

サ
ー
プ
リ
ス
、
十
字
の
印
、
イ
エ
ス
の
名
で
お
じ
ぎ
を
す
る
こ
と
、
祭
壇
を
作
り
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
お
じ
ぎ
を
す
る
こ
と
な
ど
は
廃

止
す
べ
き
で
あ
る
、
な
ど
で
あ
る
。
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（
3
） 
こ
う
し
た
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
提
案
の
写
し
を
入
手
し
た
主
教
た
ち
は
、
そ
れ
を
逐
一
検
討
し
、
祈
祷
書
を
全
面
的
に
擁
護
す
る
と
と

も
に
、
国
王
が
望
め
ば
そ
の
見
直
し
を
行
う
用
意
は
あ
る
、
し
か
し
、
幾
人
か
の
私
人
の
要
求
で
教
会
の
公
的
平
和
と
統
一
を
危
う
く

す
べ
き
で
は
な
く
、
ま
た
い
っ
た
ん
譲
歩
す
る
と
か
え
っ
て
不
満
を
つ
の
ら
せ
、
不
穏
な
人
々
が
更
に
要
求
を
出
し
て
く
る
恐
れ
が
あ

る
、
と
し
た
。

こ
の
よ
う
に
双
方
の
主
張
が
対
立
す
る
中
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
は
、
一
六
六
一
年
三
月
二
五
日
、
リ
タ
ー
ジ
ー
改
訂
を
検
討
す
る
神

学
者
た
ち
の
委
員
会
を
任
命
す
る
委
任
状
を
発
布
し
た
。
い
わ
ゆ
る
サ
ヴ
ォ
イ
会
議
（T

h
e S

avo
y C

o
n
feren

ce

）
で
あ
る
。
こ
の
会

議
に
召
集
さ
れ
た
の
は
、
ヨ
ー
ク
大
主
教
フ
リ
ュ
ー
エ
ン
、
ロ
ン
ド
ン
主
教
シ
ェ
ル
ド
ン
、
ダ
ラ
ム
主
教
カ
ズ
ン
ら
主
教
派
神
学
者
計

一
二
名
（
全
員
主
教
）
と
、
ノ
リ
ッ
ジ
主
教
に
就
任
し
て
い
た
レ
ノ
ル
ズ
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ン
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
の

学
寮
長
タ
ッ
ク
ニ
ー
博
士
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
欽
定
神
学
講
座
教
授
コ
ナ
ン
ト
博
士
、
マ
ン
ト
ン
博
士
、
カ
ラ
ミ
ー
、
バ
ク
ス

タ
ー
ら
長
老
派
神
学
者
計
一
二
名
、
そ
れ
ぞ
れ
の
側
に
補
佐
役
の
九
名
の
神
学
者
、
計
一
八
名
、
合
わ
せ
て
合
計
四
二
名
で
あ
っ
た
。

会
合
の
場
所
は
ロ
ン
ド
ン
主
教
の
住
居
と
な
っ
て
い
た
サ
ヴ
ォ
イ
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
、
期
間
は
四
月
か
ら
七
月
ま
で
の
四
ヶ
月
間
で
あ
っ

た
。

（
4
） 

か
く
し
て
四
月
一
五
日
に
開
始
さ
れ
た
会
議
の
冒
頭
、
ロ
ン
ド
ン
主
教
ギ
ル
バ
ー
ト
・
シ
ェ
ル
ド
ン
は
、
会
議
開
催
を
要
求
し
た
の

は
長
老
派
神
学
者
側
で
あ
る
と
し
て
彼
ら
に
祈
祷
書
に
対
す
る
異
論
を
文
書
に
よ
っ
て
提
出
す
る
よ
う
求
め
た
。
そ
こ
で
長
老
派
は

バ
ク
ス
タ
ー
を
中
心
に
期
間
中
に
会
合
を
重
ね
、
そ
の
結
果
、
バ
ク
ス
タ
ー
自
身
の
挨
拶
の
言
葉
を
添
え
て
長
文
の
意
見
書
（p

ap
er

）

を
提
出
し
た
（
長
大
か
つ
詳
細
な
意
見
書
の
概
要
は
、
後
出
の
参
考
資
料
を
参
照
）。
こ
の
意
見
書
は
、「
あ
ま
り
に
完
全
な
リ
ス
ト

で
、
戦
術
と
し
て
は
誤
り
だ
っ
た
」（
ニ
ー
ル
と
ウ
ィ
ロ
ビ
ー
）
と
か
、「
以
後
ノ
ン
コ
ン
フ
ォ
ー
ミ
テ
ィ
神
学
の
鉱
山
と
な
る
著
作
を
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著
し
た
学
問
、
鋭
敏
、
敬
虔
に
富
む
人
々
が
見
出
し
た
欠
陥
の
詳
細
す
べ
て
を
含
ん
で
お
り
」「
現
在
の
形
の
祈
祷
書
が
作
ら
れ
た
と

き
、
そ
れ
に
反
対
し
て
出
さ
れ
た
も
の
と
し
て
こ
れ
ら
の
異
論
は
興
味
深
い
」（
プ
ロ
ク
タ
ー
と
フ
リ
ア
）
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
で

あ
る
が
、
我
々
と
し
て
は
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
一
〇
〇
年
に
わ
た
る
祈
祷
書
批
判
の
全
面
的
な
総
括
と
し
て
記
憶
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と

考
え
る
。

（
5
） 

長
老
派
側
の
意
見
書
に
対
し
て
主
教
側
は
長
文
の
反
論
と
、
祈
祷
書
に
つ
い
て
認
め
て
も
よ
い
変
更
を
二
〇
項
目
弱
列
挙
し
て
こ
れ

を
回
答
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
バ
ク
ス
タ
ー
は
再
反
論
を
試
み
た
。
更
に
主
教
カ
ズ
ン
が
、
祈
祷
書
の
中
で
神
の
言
葉
に
反
す
る
と
見

な
す
も
の
と
、
た
だ
不
都
合
と
し
て
反
対
す
る
も
の
と
を
区
別
す
べ
き
だ
と
し
た
の
に
対
し
、
バ
ク
ス
タ
ー
は
、
前
者
と
し
て
は
以
下

の
八
点
が
あ
る
と
答
え
た
。
す
な
わ
ち
、
①
牧
師
は
十
字
の
印
を
用
い
ず
に
洗
礼
を
授
け
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
、
②
牧
師
は
サ
ー
プ

リ
ス
を
着
用
せ
ず
に
務
め
が
果
た
せ
な
い
、
③
ひ
ざ
ま
ず
か
な
い
人
は
聖
餐
に
あ
ず
か
れ
な
い
、
④
牧
師
は
洗
礼
を
受
け
る
幼
児
す
べ

て
が
聖
霊
に
よ
り
再
生
す
る
と
明
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
⑤
ふ
さ
わ
し
く
な
い
人
に
も
聖
餐
を
授
け
、
ま
た
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と

良
心
的
に
感
じ
て
い
る
人
に
も
彼
ら
の
意
志
に
反
し
て
授
け
ね
ば
な
ら
な
い
、
⑥
ふ
さ
わ
し
く
な
い
人
に
も
罪
の
赦
し
を
与
え
ね
ば
な

ら
な
い
、
⑦
埋
葬
し
た
故
人
す
べ
て
に
対
し
て
牧
師
は
礼
を
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
、
⑧
祈
祷
書
、
聖
職
按
手
式
文
、
三
十
九
箇
条
は
神

の
言
葉
に
反
し
な
い
と
同
意
署
名
し
な
い
人
は
説
教
者
に
な
れ
な
い
、
で
あ
る
。

サ
ヴ
ォ
イ
会
議
の
最
後
の
一
週
間
は
、
た
だ
一
つ
の
テ
ー
マ
、
聖
餐
式
に
お
い
て
ひ
ざ
ま
ず
く
問
題
に
つ
い
て
議
論
が
続
け
ら
れ
、

最
後
の
日
七
月
二
四
日
に
バ
ク
ス
タ
ー
が
反
論
の
文
書
を
提
出
し
て
終
わ
っ
た
。
こ
う
し
て
四
ヶ
月
に
わ
た
る
サ
ヴ
ォ
イ
会
議
は
、
平

行
線
を
た
ど
っ
た
ま
ま
、
祈
祷
書
改
訂
の
方
向
を
双
方
が
一
致
し
て
打
ち
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

（
6
） 

こ
の
直
後
の
六
月
二
五
日
、
庶
民
院
に
お
い
て
サ
ヴ
ォ
イ
会
議
の
議
事
の
報
告
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
祈
祷
書
改
訂
の
た
め
の
委
員
会
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が
任
命
さ
れ
た
。
早
く
も
七
月
九
日
に
は
暫
定
的
に
一
六
〇
四
年
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
一
世
祈
祷
書
を
付
し
た
祈
祷
書
統
一
法
案
が
作
ら

れ
、
一
一
月
二
一
日
に
再
開
し
た
聖
職
者
会
議
で
は
祈
祷
書
の
改
訂
を
指
示
す
る
国
王
書
簡
が
朗
読
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
き
主
教
委

員
会
が
任
命
さ
れ
た
。
主
教
委
員
会
が
用
意
し
た
案
（
以
前
か
ら
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
）
は
一
一
月
二
三
日
に
は
会
議
下
院
に

送
ら
れ
、
結
局
、
改
訂
祈
祷
書
は
一
六
六
一
年
一
二
月
二
〇
日
に
南
部
聖
職
者
会
議
両
院
の
採
択
、
同
意
署
名
を
得
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
れ
が
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
祈
祷
書
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
貴
族
院
は
一
六
六
二
年
一
月
一
四
日
、
前
年
七
月
九
日
に
庶
民
院
で

成
立
し
て
い
た
祈
祷
書
統
一
法
の
検
討
を
開
始
、
結
局
六
二
年
年
五
月
一
九
日
に
国
王
の
同
意
を
得
て
法
案
は
成
立
し
た
。
こ
の
間
議

会
両
院
で
は
前
年
一
二
月
二
〇
日
に
聖
職
者
会
議
で
採
択
さ
れ
た
改
訂
祈
祷
書
自
体
に
は
手
を
加
え
ず
、
こ
れ
を
ジ
ェ
ー
ム
ズ
祈
祷
書

（
一
六
〇
四
）
の
代
替
物
と
し
た
の
で
あ
る
。

（
7
） 

改
訂
に
当
た
っ
て
テ
キ
ス
ト
と
さ
れ
た
の
は
エ
ド
ワ
ー
ド
第
二
祈
祷
書
（
一
五
五
二
）
で
、
こ
れ
に
加
え
ら
れ
た
変
更
は
約
六
〇
〇

個
所
に
の
ぼ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
変
更
の
中
に
は
、
聖
書
引
用
は
す
べ
て
欽
定
訳
（
一
六
一
一
）
か
ら
と
し
た
こ
と
、
聖
餐
に
お
い
て

ひ
ざ
ま
ず
く
問
題
に
つ
い
て
は
ブ
ラ
ッ
ク
・
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
修
正
し
て
採
用
し
つ
つ
、co

rp
o

ral p
re

se
n

ce
 

の
代
わ
り
に re

al an
d

 

e
sse

n
tial p

re
se

n
ce

 

を
用
い
て re

al p
re

se
n

ce
 

の
教
理
を
保
持
し
た
こ
と
、
再
洗
礼
派
か
ら
の
改
宗
者
の
た
め
の
成
人
洗
礼
式
、
植

民
地
の
異
教
か
ら
の
改
宗
者
の
た
め
の
洗
礼
式
、
貿
易
、
海
軍
の
働
き
拡
大
に
伴
う
航
海
中
の
礼
拝
の
た
め
の
式
文
の
追
加
な
ど
、
重

要
な
も
の
も
あ
る
が
、
大
部
分
は
細
か
な
字
句
の
変
更
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
明
瞭
化
な
ど
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
長
老
派
（
ピ
ュ
ー
リ

タ
ン
）
に
と
っ
て
は
改
め
て
い
ら
立
ち
を
覚
え
さ
せ
ら
れ
る
、co

n
g

re
g

atio
n

 

を ch
u

rch
 

と
変
え
た
り
、b

ish
o

p
s, p

rie
sts, d

e
aco

n
 

な
ど
の
用
語
を
再
使
用
し
た
り
、
更
に
は
経
外
典
の
「
ベ
ル
と
竜
」
を
暦
に
戻
す
な
ど
の
変
更
も
含
ま
れ
て
い
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
祈
祷
書
（
一
六
六
二
）
に
お
い
て
は
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
が
エ
リ
ザ
ベ
ス
祈
祷
書
（
一
五
五
九
）

以
来
問
題
と
し
て
き
た
、
ひ
ざ
ま
ず
い
て
の
聖
餐
、
洗
礼
に
お
け
る
十
字
の
印
、
結
婚
指
輪
、
受
洗
直
後
に
死
ぬ
幼
児
に
つ
い
て
の
宣
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言
、
病
人
に
対
す
る
罪
の
赦
し
、
経
外
典
の
使
用
、
嘆
願
お
よ
び
洗
礼
・
結
婚
・
埋
葬
な
ど
の
式
次
第
に
見
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
非
聖

書
的
表
現
は
お
お
む
ね
そ
の
ま
ま
だ
っ
た
。

（
8
） 

一
六
六
二
年
五
月
一
九
日
に
成
立
し
た
祈
祷
書
統
一
法
（1

3
&

1
4

 C
h

arle
s 2

, C
ap

. 4

）
は
、
こ
の
改
訂
祈
祷
書
を
徹
底
し
た
厳
格

さ
を
も
っ
て
全
聖
職
者
、
全
国
民
に
義
務
付
け
た
の
で
あ
る
。
法
の
長
さ
は
エ
リ
ザ
ベ
ス
統
一
法
の
約
二
倍
、
病
気
そ
の
他
の
理
由
で

統
一
法
へ
の
同
意
署
名
を
で
き
な
か
っ
た
聖
職
者
の
た
め
の
補
足
法
（1

5
 C

h
arle

s 2
, C

ap
. 6

）
を
入
れ
る
と
約
二
・
三
倍
に
達
す
る
。

新
統
一
法
は
エ
リ
ザ
ベ
ス
祈
祷
書
以
来
の
教
会
の
礼
拝
の
歴
史
、
祈
祷
書
の
意
義
を
述
べ
た
あ
と
、
全
国
の
全
聖
職
者
に
す
べ
て
の
礼

拝
に
お
け
る
本
祈
祷
書
の
使
用
を
命
じ
、
続
い
て
一
六
六
二
年
の
聖
バ
ル
テ
ミ
ー
祝
日
（
八
・
二
四
）
以
前
の
い
ず
れ
か
の
日
曜
日

に
会
衆
の
前
で
祈
祷
書
使
用
へ
の
「
心
か
ら
の
承
諾
と
同
意
」
を
宣
言
し
使
用
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
そ
の
期
限
ま
で
に
実
行
し
な

い
者
は
免
職
、
以
後
聖
職
禄
に
就
こ
う
と
す
る
者
は
必
ず
実
行
す
る
こ
と
、
副
牧
師
（cu

rate
s

）
を
も
つ
聖
職
禄
所
有
者
は
少
な
く

と
も
月
に
一
度
は
自
ら
が
祈
祷
書
礼
拝
を
執
り
行
う
こ
と
、
そ
う
し
な
い
場
合
は
一
回
に
付
き
五
ポ
ン
ド
の
罰
金
を
課
し
、
一
〇
日
以

内
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
家
財
を
差
し
押
さ
え
て
売
却
す
る
こ
と
、
更
に
、
首
席
司
祭
は
じ
め
主
教
座
聖
堂
関
係
者
、
学
校
や
施
設
、
私

邸
、
大
学
の
長
、
フ
ェ
ロ
ー
、
チ
ャ
プ
レ
ン
、
チ
ュ
ー
タ
ー
、
教
授
、
講
師
な
ど
全
員
、
全
牧
師
、
聖
書
講
師
、
私
的
・
公
的
場
所
で

教
え
る
全
教
師
、
も
し
く
は
五
月
一
日
以
降
に
そ
う
し
た
職
に
就
く
者
全
員
に
、
い
か
な
る
口
実
に
よ
っ
て
も
国
王
に
対
し
て
武
器
を

執
ら
ぬ
こ
と
、
法
で
定
め
ら
れ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
の
リ
タ
ー
ジ
ー
に
服
す
る
こ
と
、
自
ら
も
他
の
い
か
な
る
人
も
、
教
会
あ
る
い

は
国
家
の
統
治
を
変
え
よ
う
と
す
る
い
わ
ゆ
る
厳
粛
な
同
盟
と
契
約
に
拘
束
さ
れ
な
い
こ
と
、
そ
れ
は
不
法
な
宣
誓
で
あ
り
、
我
が
国

の
法
と
自
由
に
反
し
て
臣
民
に
押
し
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
旨
を
宣
言
す
る
文
書
に
同
意
署
名
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
そ
う

し
な
い
者
は
直
ち
に
免
職
と
す
る
こ
と
、
等
々
が
事
細
か
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
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（
9
） 

こ
う
し
た
厳
し
い
罰
則
規
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
神
の
言
葉
と
良
心
に
聞
き
従
お
う
と
す
る
約
二
〇
〇
〇
人
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
牧
師

た
ち
は
「
告
別
説
教
」（F

are
w

e
ll S

e
rm

o
n

s

）
に
よ
っ
て
愛
す
る
教
会
区
教
会
を
去
り
、
国
教
会
の
外
に
出
る
に
至
っ
た
。
い
わ
ゆ

る
大
追
放
（G

reat E
jectio

n

）
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
を
通
し
て
我
々
は
、
こ
の
「
礼
拝
統
一
」
を
図
る
法
、
ひ
い
て
は
祈
祷

書
は
単
に
教
会
内
の
礼
拝
様
式
や
儀
式
に
か
か
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
国
家
、
政
治
、
社
会
の
在
り
方
に
深
く
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
改
め
て
確
認
す
る
の
で
あ
る
。

Ⅵ
．
非
国
教
徒
と
祈
祷
書

（
1
） 

大
追
放
（
一
六
六
二
）
以
後
、
非
国
教
徒
と
な
っ
た
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
多
く
は
宗
教
的
信
条
か
ら
言
え
ば
「
長
老
派
」、「
会
衆
派
」

で
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
、
先
に
定
め
ら
れ
て
い
た
自
治
体
（
一
六
六
一
）
に
加
え
て
、
秘
密
集
会
禁
止
法
（
一
六
六
四
）、
五
マ
イ

ル
法
（
一
六
六
五
）
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
法
の
下
に
い
ば
ら
の
道
を
歩
ま
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
一
六
七
二
年
の
チ
ャ
ー

ル
ズ
二
世
に
よ
る
信
仰
自
由
宣
言
（
寛
容
宣
言
）
に
よ
っ
て
彼
ら
は
ひ
と
息
つ
い
た
も
の
の
、
翌
七
三
年
に
は
議
会
庶
民
院
の
決
議
の

結
果
国
王
は
信
仰
自
由
宣
言
を
撤
回
せ
ざ
る
得
な
く
な
っ
た
ば
か
り
か
、
議
会
は
す
べ
て
の
公
職
に
就
く
者
を
国
教
徒
に
限
定
す
る

「
審
査
法
」（T
est A

ct

）
を
成
立
さ
せ
、
か
く
し
て
非
国
教
徒
の
苦
難
は
続
く
こ
と
と
な
っ
た
。
晩
年
に
お
け
る
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
の

一
層
の
カ
ト
リ
ッ
ク
傾
斜
、
一
六
八
五
年
に
即
位
し
た
ジ
ェ
ー
ム
ズ
二
世
の
公
然
た
る
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
、
八
七
年
、
八
八
年
の
信
仰
自

由
宣
言
（
寛
容
法
）
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
内
外
の
多
く
の
人
々
を
混
乱
、
対
立
、
グ
ル
ー
プ
形
成
に
追
い
や
っ
た
が
、
非
国
教
徒
の

場
合
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
一
連
の
国
家
、
社
会
の
混
乱
、
不
安
に
一
応
の
終
止
符
を
打
っ
た
の
が
一
六
八
九
年
の
名
誉

革
命
で
あ
り
、
同
年
五
月
の
寛
容
法
（T

o
le

ratio
n

 A
ct

）、
同
年
一
二
月
の
権
利
章
典
で
あ
っ
た
。
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（
2
） 
こ
の
間
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
の
中
に
は
、
非
国
教
徒
と
な
っ
た
人
々
が
国
教
会
に
復
帰
で
き
る
よ
う
に
す
る
（
い
わ
ゆ
る
包
括
、

co
m

p
reh

en
sio

n

）
条
件
を
模
索
す
る
人
々
が
い
た
。
す
な
わ
ち
、
テ
ィ
ロ
ッ
ト
ソ
ン
、
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
な
ど
、
い
わ
ゆ
る

ラ
テ
ィ
テ
ュ
ー
デ
ィ
ナ
リ
ア
ン
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
は
一
六
六
八
年
に
非
国
教
徒
の
有
力
な
指
導
者
で
、
包
括
策
に
乗
る
可
能

性
を
検
討
し
て
い
た
ベ
イ
ツ
、
マ
ン
ト
ン
、
バ
ク
ス
タ
ー
と
包
括
の
条
件
を
め
ぐ
っ
て
協
議
し
た
が
、
結
局
、
議
会
庶
民
院
の
強
い
反

対
で
頓
挫
し
た
。
同
様
の
包
括
の
試
み
は
一
六
七
三
年
、
七
五
年
に
も
相
次
い
で
実
ら
ず
、
テ
ィ
ロ
ッ
ト
ソ
ン
は
一
時
身
を
引
く
こ
と

と
な
っ
た
。
ス
テ
ィ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
は
な
お
努
力
を
継
続
し
、
一
六
八
一
年
に
は
①
祈
祷
書
中
の
サ
ー
プ
リ
ス
使
用
、
十
字
の
印
、

代
父
母
の
誓
い
、
ひ
ざ
ま
ず
い
て
聖
餐
を
受
け
る
こ
と
、
聖
書
日
課
中
の
経
外
典
の
句
な
ど
は
司
式
者
が
変
更
し
た
り
選
択
す
る
自
由

を
認
め
る
、
②
同
意
署
名
は
三
十
九
箇
条
中
の
三
六
の
箇
条
に
の
み
に
対
し
て
行
う
こ
と
を
許
す
、
と
い
う
提
案
を
行
っ
た
が
、
非
国

教
徒
側
が
受
け
入
れ
を
拒
ん
だ
。

（
3
） 

一
六
八
九
年
名
誉
革
命
に
よ
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
来
英
し
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
王
と
主
教
た
ち
は
、
非
国
教
徒
を
国
教
会
に
包
括
す
る
方

針
を
採
り
、
一
六
八
九
年
九
月
一
七
日
に
は
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
の
良
き
秩
序
と
教
化
、
一
致
」
と
「
可
能
な
限
り
、
あ
ら
ゆ
る

相
違
を
解
決
す
る
た
め
」、
リ
タ
ー
ジ
ー
と
教
会
法
規
（C

an
o
n
s

）
の
改
訂
を
検
討
す
る
委
員
会
が
聖
職
者
会
議
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ

た
。
特
命
委
員
は
一
〇
人
の
主
教
と
二
〇
人
の
神
学
者
、
計
三
〇
名
で
あ
る
が
、
神
学
者
の
中
に
は
先
の
テ
ィ
ロ
ッ
ト
ソ
ン
、
ス
テ
ィ

リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
も
含
ま
れ
る
。
彼
ら
が
用
意
し
た
意
見
書
は
祈
祷
書
全
体
に
わ
た
る
も
の
で
、
そ
の
要
約
だ
け
で
も
プ
ロ
ク
タ
ー
と

フ
リ
ア
の
書
物
一
二
頁
余
と
な
り
、
委
員
会
が
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
祈
祷
書
に
加
え
た
修
正
は
五
九
八
に
及
ぶ
。
こ
れ
が
正
式
に
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
一
六
六
二
年
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
祈
祷
書
以
来
の
大
改
訂
と
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の

意
見
書
は
、
聖
職
者
会
議
下
院
に
お
け
る
国
王
と
主
教
た
ち
の
包
括
政
策
へ
の
強
い
反
対
を
考
慮
し
て
正
式
に
提
出
さ
れ
る
こ
と
な
く
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終
わ
っ
た
。
か
く
し
て
す
べ
て
の
包
括
策
は
実
を
結
ば
ず
、
結
局
、
一
六
八
九
年
の
寛
容
法
の
成
立
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
国

教
会
は
国
教
会
、
非
国
教
徒
は
非
国
教
徒
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
我
が
道
を
行
く
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
4
） 

し
か
し
、
非
国
教
徒
に
対
す
る
差
別
が
解
消
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
自
治
体
法
（
一
六
六
一
）、
審
査
法
（
一
六
七
三
）
が
依
然
と

し
て
有
効
で
あ
り
、
非
国
教
徒
は
国
王
へ
の
忠
誠
と
国
教
会
へ
の
従
順
の
し
る
し
と
し
て
少
な
く
と
も
一
度
は
国
教
会
の
祈
祷
書
通
り

の
聖
餐
に
あ
ず
か
ら
な
い
か
ぎ
り
一
切
の
官
職
に
就
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
非
国
教
徒
の
間
で
は
、
便
宜
上
、
法
に

従
っ
て
最
低
限
一
度
は
国
教
会
で
聖
餐
を
受
け
て
官
職
に
就
き
実
質
上
は
非
国
教
徒
の
生
活
を
続
け
る
、
と
い
う
在
り
方
が
起
こ
っ
て

き
た
。O

ccasio
n
al C

o
n
fo

rm
ity  

と
呼
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
妥
協
と
し
て
厳
し
く
批
判
す
る
ダ
ニ
エ
ル
・
デ
フ
ォ
ー
（『
ガ

リ
ヴ
ァ
ー
旅
行
記
の
作
者
』）
の
よ
う
な
非
国
教
徒
も
い
れ
ば
、
順
応
策
と
し
て
支
持
す
る
ジ
ョ
ン
・
ハ
ウ
（
一
七
世
紀
末
当
時
最
大

の
非
国
教
徒
牧
師
、
神
学
者
）
の
よ
う
な
人
も
い
た
。
他
方
、
議
会
、
国
教
会
の
間
に
も
、
便
宜
的
国
教
徒
を
容
認
し
て
で
も
非
国
教

徒
を
反
体
制
に
回
ら
せ
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
人
々
と
決
し
て
容
認
す
べ
き
で
な
い
と
す
る
人
々
が
い
て
激
し
い
論
争
が
続
い

た
。

（
5
） 

こ
の
よ
う
な
中
で
出
版
さ
れ
た
重
要
な
書
物
の
一
つ
が
、『
ノ
ン
コ
ン
フ
ォ
ー
ミ
テ
ィ
ー
の
歴
史
』（
一
七
〇
四
）
で
あ
る
。
匿
名
で

出
さ
れ
た
本
書
の
副
題
は
「
一
六
六
一
年
に
双
方
の
特
命
委
員
ら
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
述
べ
ら
れ
た
も
の
」
で
あ
り
、
そ
れ
が
さ
き
の

サ
ヴ
ォ
イ
会
議
に
か
か
わ
る
文
書
を
収
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
冒
頭
で
明
ら
か
に
す
る
。
含
ま
れ
て
い
る
も
の
は
、
①
長
老
派
牧
師

た
ち
に
よ
り
国
王
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
に
提
出
さ
れ
た
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
の
規
律
と
儀
式
に
関
す
る
二
通
の
提
案
書
、
②
主
教
た
ち

に
対
す
る
彼
ら
の
平
和
を
求
め
る
請
願
、
③
彼
ら
の
、
リ
タ
ー
ジ
ー
改
革
、
④
祈
祷
書
の
検
討
の
た
め
双
方
の
特
命
員
が
進
め
た
討
議

の
説
明
、
国
王
の
任
命
書
を
冒
頭
に
付
し
て
、
⑤
リ
タ
ー
ジ
ー
に
対
す
る
長
老
派
の
反
対
論
、
⑥
双
方
の
特
命
委
員
の
間
で
交
わ
さ
れ
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た
賛
否
両
論
の
文
書
、
⑦
リ
タ
ー
ジ
ー
に
は
何
ら
罪
深
い
も
の
は
な
い
と
証
明
す
べ
く
主
教
派
神
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ

た
、
サ
ヴ
ォ
イ
会
議
に
お
け
る
諸
議
論
の
真
正
な
写
し
、
⑧
特
命
委
員
に
任
命
さ
れ
た
長
老
派
牧
師
に
よ
る
討
論
と
国
王
へ
の
請
願
の

説
明
、
⑨
古
代
教
会
に
お
い
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
会
議
制
﹇
教
会
﹈
政
治
の
型
へ
の
、
大
主
教
ア
ッ
シ
ャ
ー
の
主
教
制
還
元
論
―

長
老
派
は
そ
れ
に
服
す
る
と
申
し
出
た
、
⑩
一
六
四
一
年
に
大
主
教
ア
ッ
シ
ャ
ー
、
リ
ン
カ
ー
ン
主
教
、
お
よ
び
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会

の
他
の
幾
人
か
の
神
学
者
の
討
議
／
教
会
の
教
理
と
規
律
に
お
け
る
新
奇
な
変
更
点
（In

n
o

vatio
n

s

）
に
つ
い
て
／
双
方
の
特
命
委

員
の
間
で
の
議
論
に
お
い
て
言
及
さ
れ
た
、
祈
祷
書
に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
考
察
、
の
一
〇
文
書
で
あ
っ
た
。

（
6
） 

こ
れ
ら
の
文
書
を
編
ん
で
出
版
し
た
目
的
を
、
編
者
は
序
文
に
お
い
て
こ
う
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
不
幸
な
こ
と
に
こ
の
と

こ
ろ
国
教
会
人
と
非
国
教
徒
の
論
争
が
再
燃
し
て
い
る
が
」、
こ
れ
ら
の
文
書
を
読
め
ば
、「
長
老
派
（
そ
の
数
、
質
、
外
国
の
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
諸
教
会
と
の
一
致
の
点
で
、
圧
倒
的
に
最
も
考
慮
す
べ
き
非
国
教
徒
で
あ
る
）
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
と
ほ
と
ん
ど
異
な

ら
な
い
こ
と
」、
そ
し
て
「
神
礼
拝
の
た
め
の
公
的
集
会
に
関
し
て
」
彼
ら
の
間
を
分
離
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
は
「
我
が
国
を
専
横
な

政
治
の
下
に
置
こ
う
と
す
る
、
悪
ど
い
政
治
家
た
ち
の
悪
辣
な
陰
謀
と
、
ロ
ー
マ
と
の
和
解
を
一
貫
し
て
目
指
し
て
来
た
迷
信
的
な
国

教
会
人
の
頑
迷
固
陋
以
外
の
何
物
で
も
な
い
」
こ
と
が
分
か
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
続
い
て
編
者
は
、
以
上
の
こ
と
は
以
下
の
事
実

を
考
え
ら
れ
る
人
に
は
明
瞭
だ
と
言
う
。
す
な
わ
ち
、
①
昔
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
が
国
教
会
の
交
わ
り
の
中
に
引
き
続
き
存
在
す
る
、
②

論
争
点
に
お
い
て
初
期
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
主
教
た
ち
の
少
な
か
ら
ぬ
人
が
持
っ
て
い
た
穏
健
さ
、
③
そ
の
早
逝
で
後
退
さ
せ
ら
れ
妨

げ
ら
れ
た
エ
ド
ワ
ー
ド
六
世
に
よ
る
宗
教
改
革
、
④
論
争
点
を
少
な
く
し
よ
う
と
す
る
、
女
王
エ
リ
ザ
ベ
ス
治
世
下
の
議
会
そ
の
他
に

お
け
る
努
力
、
⑤
国
王
ジ
ェ
ー
ム
ズ
一
世
、
国
王
チ
ャ
ー
ル
ズ
一
世
治
下
に
お
け
る
、
穏
健
な
主
教
と
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
間
に
存
在
し

た
良
き
理
解
、
⑥
八
、
九
名
を
除
け
ば
全
員
コ
ン
フ
ォ
ー
ム
が
可
能
な
牧
師
で
あ
っ
た
神
学
者
た
ち
の
、
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
に
お

け
る
会
議
〔
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
神
学
者
会
議
〕
の
討
議
、
⑦
国
王
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
治
下
、
教
皇
制
と
専
横
な
権
力
の
伸
張
に
反
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対
す
る
議
会
に
よ
っ
て
、
非
国
教
徒
に
対
し
て
緩
和
（m

o
d

e
ratio

n

）
の
た
め
に
尽
く
さ
れ
た
努
力
、
そ
し
て
⑧
さ
き
の
幸
い
な
る
革

命
〔
名
誉
革
命
〕
以
来
の
、
議
会
法
に
よ
る
そ
の
実
際
的
な
達
成
、
で
あ
る
。

（
7
） 

そ
し
て
編
者
は
、「
一
六
六
〇
年
七
月
二
七
日
の
貴
族
院
に
お
け
る
演
説
で
国
王
が
明
言
し
て
い
る
通
り
王
政
復
古
は
主
と
し
て
長

老
派
の
お
陰
だ
か
ら
」、
彼
ら
の
排
除
を
図
っ
た
高
教
会
派
は
誤
っ
て
お
り
、
ま
た
「
革
命
以
後
も
寛
容
法
に
も
か
か
わ
ら
ず
長
老
派

が
従
来
通
り
の
取
り
扱
い
を
受
け
、O

ccasio
n

al co
n

fo
rm

ity
 

を
め
ぐ
っ
て
は
高
教
会
派
か
ら
の
み
な
ら
ず
彼
ら
自
身
の
中
の
厳
格
派

か
ら
も
偽
善
者
と
し
て
非
難
さ
れ
て
い
る
」
の
は
不
当
だ
と
述
べ
る
。
そ
し
て
編
者
は
、O

ccasio
n

al C
o

n
fo

rm
ity

 

で
問
題
の
焦
点

と
な
っ
て
い
た
聖
餐
式
に
つ
い
て
、
長
老
派
の
立
場
へ
の
誤
解
と
偏
見
を
解
く
こ
と
を
試
み
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
①
「
非
国
教
徒
は
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
の
礼
拝
様
式
よ
り
も
自
分
た
ち
の
礼
拝
様
式
を
よ
り
好
ま
し
い
と
し
て
選
ぶ
が
、
い
か
な
る
場
合
で
あ
れ
国
教
会
と

の
交
わ
り
を
不
法
と
論
ず
る
こ
と
は
な
い
」、
②
「
長
老
派
が
、
主
の
晩
餐
の
際
ひ
ざ
ま
ず
く
こ
と
を
そ
れ
自
体
不
法
と
主
張
し
た
こ

と
は
決
し
て
な
い
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
…
…
全
実
体
変
化
説
を
支
持
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
、
事
実
、
教
皇
主
義
者
に
よ
り

…
…
キ
リ
ス
ト
の
現
実
の
体
と
血
と
い
う
観
念
の
下
、
品
を
崇
敬
す
る
し
る
し
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
た
め
に
、
長
老
派
は
ひ
ざ
ま

ず
い
て
聖
餐
を
受
け
る
こ
と
に
反
対
し
た
の
で
あ
る
」、
③
「
長
老
派
が
ひ
ざ
ま
ず
い
て
聖
餐
を
受
け
る
と
い
う
の
は
全
実
体
変
化
説

へ
の
信
仰
か
ら
で
は
な
い
と
し
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
エ
ド
ワ
ー
ド
六
世
祈
祷
書
か
ら
除
い
た
こ
と
に
不
満
だ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
が
…
…
そ
れ
は
多
く
の
穏
健
な
国
教
会
人
も
同
様
だ
っ
た
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

序
文
に
お
け
る
こ
う
し
た
編
集
の
非
国
教
徒
（
長
老
派
）
の
立
場
、
特
に
彼
ら
の
祈
祷
書
と
の
関
係
の
擁
護
と
本
書
の
出
版
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
一
七
一
一
年
に
は
便
宜
的
国
教
徒
禁
止
法
（O

ccasio
n
al C

o
n
fo

rm
ity A

ct

）
が
成
立
し
、
国
教
会
と
非
国
教
徒
の
細
い

公
的
な
絆
は
断
ち
切
ら
れ
た
。
確
か
に
、
こ
の
法
律
は
施
行
さ
れ
た
も
の
の
非
常
に
強
い
反
対
が
あ
り
早
く
も
一
七
一
九
年
に
は
廃
止

さ
れ
た
が
、
我
々
が
見
て
き
た
『
ノ
ン
コ
ン
フ
ォ
ー
ミ
テ
ィ
の
歴
史
』（
一
七
〇
四
）
の
よ
う
な
、
何
と
か
し
て
国
教
会
と
非
国
教
徒
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の
間
の
距
離
を
縮
め
よ
う
と
す
る
本
は
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

結
論
――
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
に
よ
る
祈
祷
書
批
判
の
特
質

（
1
）
批
判
の
対
象

我
々
は
こ
れ
ま
で
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
初
期
か
ら
名
誉
革
命
に
至
る
ま
で
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
に
よ
る
祈
祷
書
批
判
の
歴
史
を
概
観
し
た
。
そ

こ
に
お
い
て
我
々
が
ま
ず
注
目
す
べ
き
は
、
彼
ら
が
「
祈
祷
書
」
と
い
う
概
念
、
あ
る
い
は
存
在
そ
の
も
の
に
反
対
し
た
こ
と
は
な
い
、
と

い
う
事
実
で
あ
る
。
ヘ
ン
リ
ー
八
世
の
下
宗
教
改
革
を
成
し
遂
げ
て
以
来
、
国
教
会
と
し
て
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
に
お
い
て
全
国
共
通
の

礼
拝
を
さ
さ
げ
る
た
め
同
一
で
、
し
か
も
英
語
の
礼
拝
書
を
制
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
観
念
は
、
ヘ
ン
リ
ー
八
世
は
も
と
よ
り
ク

ラ
ン
マ
ー
、
リ
ド
リ
ら
ほ
と
ん
ど
の
宗
教
改
革
者
、
そ
し
て
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
に
よ
っ
て
も
共
有
さ
れ
て
い
た
。
長
期
議
会
に
よ
り
祈
祷
書
が

廃
止
さ
れ
て
代
わ
り
に
い
わ
ゆ
る
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
礼
拝
指
針
が
採
択
さ
れ
た
と
き
も
、
こ
れ
は
「
公
的
神
礼
拝
の
指
針
」
と
し
て
、

全
国
す
べ
て
の
教
会
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
べ
き
共
通
の
礼
拝
を
導
く
も
の
と
な
る
こ
と
を
意
図
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
（
同
じ
く
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
騒
動
の
場
合
も
、
ジ
ョ
ン
・
ノ
ッ
ク
ス
は
エ
ド
ワ
ー
ド
第
二
祈
祷
書
に
強
く
反
対
し
は
し
た
が
、
そ
れ
は
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
的
な
礼
拝
式

を
採
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
ノ
ン
リ
タ
ー
ジ
カ
ル
な
礼
拝
を
考
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
）。

ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
が
一
三
〇
年
間
に
わ
た
り
批
判
の
目
を
向
け
た
の
は
、
祈
祷
書
と
い
う
存
在
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
第
一
義
的
に
は
、
祈

祷
書
に
記
さ
れ
た
具
体
的
事
項
で
あ
り
、
批
判
の
対
象
は
最
初
か
ら
最
後
ま
で
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
我
々
が
見
て
き
た
通
り
、
そ
れ
ら

は
、
例
え
ば
、
洗
礼
の
際
に
用
い
る
十
字
の
印
、
聖
餐
を
ひ
ざ
ま
ず
い
て
受
け
る
こ
と
、
結
婚
指
輪
、
あ
る
い
は
聖
職
者
の
従
来
の
祭
服
、



135 ピューリタンと祈祷書問題

な
ど
で
あ
っ
た
。
国
王
、
国
教
会
当
局
、
ア
ン
グ
リ
カ
ン
に
と
っ
て
は
き
わ
め
て
さ
さ
い
で
あ
り
、
中
立
事
項
、
あ
る
い
は
良
き
習
慣
と
思

わ
れ
た
こ
れ
ら
の
こ
と
に
、
な
ぜ
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
が
あ
れ
ほ
ど
こ
だ
わ
り
反
対
し
た
の
か
。
そ
れ
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
た
と
え
ど
れ
ほ
ど

中
立
的
で
あ
っ
た
り
、
良
い
習
慣
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
が
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
以
来
の
も
の
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
理

に
基
づ
い
て
実
施
、
実
践
さ
れ
る
場
合
、
そ
う
し
た
礼
拝
は
神
の
言
葉
で
あ
る
聖
書
に
従
っ
た
、
神
に
喜
ば
れ
る
礼
拝
と
は
決
し
て
な
ら
な

い
、
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ロ
ー
マ
的
洗
礼
の
教
理
、
秘
跡
と
し
て
の
結
婚
と
聖
職
独
身
制
と
い
う
教
理
の
下
で
の
指
輪
、
全

実
体
変
化
説
に
基
づ
く
聖
餐
の
仕
方
、
ロ
ー
マ
的
聖
職
者
・
教
会
観
、
と
い
っ
た
残
滓
を
祈
祷
書
の
中
に
認
め
た
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
た
ち
は
、

御
言
葉
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
を
一
掃
し
て
、R

e
fo

rm
e

d
 C

h
u

rch
 o

f E
n

g
lan

d
 

に
ふ
さ
わ
し
い
礼
拝
を
さ
さ
げ
た
い
と
願
っ
た
の
で
あ
る
。

ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
に
と
っ
て
、
宗
教
改
革
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
教
会
は
勝
利
の
教
会
で
は
な
く
戦
闘
の
教
会
で
あ
り
、e

ccle
sia re

fo
rm

ata 

se
m

p
e

r re
fo

rm
an

d
a

（
改
革
さ
れ
た
教
会
は
つ
に
に
改
革
さ
れ
続
け
る
）
は
単
な
る
人
間
的
モ
ッ
ト
ー
で
は
な
く
、
神
の
真
理
だ
っ
た
の

で
あ
る
。

一
六
、
七
世
紀
に
お
け
る
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
祈
祷
書
批
判
の
徹
底
性
と
継
続
性
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
が
置
か
れ

た
歴
史
的
コ
ン
テ
キ
ス
ト
か
ら
一
層
よ
く
理
解
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
宗
教
改
革
以
降
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、
い
わ
ゆ

る
「
対
抗
」
宗
教
改
革
を
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
全
世
界
に
お
い
て
展
開
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
の
命
運
は
そ
の
最
大
関
心
事
の
一
つ
だ
っ
た

の
で
あ
る
。
イ
エ
ズ
ス
会
創
立
（
一
五
三
四
）、
ト
レ
ン
ト
公
会
議
（
一
五
四
五
―
一
五
六
三
）、
エ
リ
ザ
ベ
ス
破
門
（
一
五
七
〇
）、
ス
ペ

イ
ン
無
敵
艦
隊
来
襲
（
一
五
八
八
）
か
ら
三
十
年
戦
争
（
一
六
一
八
―
一
六
四
八
）
を
経
て
名
誉
革
命
期
ま
で
（
実
際
に
は
そ
れ
以
降
も
）、

ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
単
に
宗
教
組
織
で
は
な
く
、
一
大
地
上
勢
力
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
が
祈
祷
書
に
そ
の
残
滓
を

見
る
ロ
ー
マ
教
会
は
、
単
に
教
理
、
神
学
上
の
観
念
的
な
ロ
ー
マ
教
会
で
は
な
く
、
現
実
の
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
列
強
で
あ
っ
た
。
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
に
と
っ
て
残
滓
は
、
さ
さ
い
の
も
の
で
あ
る
ど
こ
ろ
か
カ
ト
リ
ッ
ク
的
な
も
の
全

体
を
象
徴
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
い
か
な
る
教
会
、
国
家
と
し
て
形
成
す
る
か
と
い
う
根
本
問
題
に
か
か
わ
る
生
命
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的
な
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
2
）
同
意
署
名
の
問
題

祈
祷
書
は
、
厳
し
い
罰
則
規
定
を
伴
う
祈
祷
書
統
一
法
に
よ
っ
て
全
国
民
に
そ
の
遵
守
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、
神
の
言
葉
で
あ

る
聖
書
に
基
づ
か
ぬ
単
な
る
人
間
的
な
制
度
、
慣
習
と
見
な
し
た
、
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
的
要
素
が
多
く
入
っ
て
い
る
祈
祷
書
を
用
い
、
そ

の
規
定
の
通
り
に
礼
拝
を
執
り
行
う
こ
と
は
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
牧
師
に
と
っ
て
は
良
心
的
に
ま
こ
と
に
困
難
な
業
で
あ
っ
た
。
我
々
が
さ
き

に
歴
史
を
概
観
し
た
と
き
留
意
し
た
よ
う
に
、
牧
師
た
ち
は
祈
祷
書
へ
の
支
持
と
そ
の
遵
守
を
同
意
署
名
を
も
っ
て
誓
約
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
、
王
政
復
古
時
に
は
更
に
、
教
会
の
全
会
衆
の
前
で
公
に
言
明
す
る
こ
と
ま
で
求
め
ら
れ
た
。

こ
の
祈
祷
書
の
受
け
入
れ
と
遵
守
に
対
す
る
同
意
署
名
に
関
し
て
我
々
は
、
二
つ
の
点
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
に
、
聖
職

者
に
対
す
る
祈
祷
書
の
義
務
付
け
は
、
統
一
法
と
い
う
国
家
の
法
に
よ
っ
て
の
み
な
ら
ず
、
バ
ン
ク
ロ
フ
ト
の
《
教
会
法
規
》（
一
六
〇
四
）

以
来
、
教
会
固
有
の
法
に
よ
っ
て
も
厳
し
く
課
せ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
確
か
に
統
一
法
は
そ
の
罰
則
規
定
に
よ
り
、
同
一
の
違
反

に
つ
い
て
世
俗
の
法
廷
と
教
会
の
法
廷
に
よ
り
重
複
し
て
処
罰
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
し
て
い
た
が
、
中
世
以
来
の
両
管
轄
権
の
関
係
あ
る

い
は
境
界
は
し
ば
し
ば
あ
い
ま
い
で
あ
り
、
結
局
は
、
王
や
有
力
者
の
支
持
の
有
無
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
一
七
世
紀

前
半
、
星
室
庁
裁
判
所
、
高
等
宗
務
官
裁
判
所
が
恣
意
的
権
力
を
行
使
し
た
の
は
、
そ
の
象
徴
的
例
で
あ
る
。

第
二
に
、
祈
祷
書
に
対
す
る
同
意
署
名
は
そ
れ
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
国
王
至
上
権
、
主
教
制
、
三
十
九
箇
条
の
承
認
と
従
順
の
誓
約
、
更

に
王
政
復
古
時
に
は
、
内
戦
と
共
和
制
に
対
す
る
反
省
か
ら
、
国
王
に
対
し
て
い
か
な
る
口
実
を
も
っ
て
も
武
器
を
執
ら
な
い
こ
と
、
か

つ
て
同
意
署
名
し
た
厳
粛
な
同
盟
と
契
約
の
全
面
的
否
認
、
と
結
び
付
け
ら
れ
て
い
た
。
祈
祷
書
と
一
体
と
な
っ
て
い
た
礼
拝
統
一
法
や
祈

祷
書
序
文
が
か
か
る
方
向
を
明
確
に
打
ち
出
し
て
い
る
限
り
、
祈
祷
書
へ
の
同
意
署
名
を
祈
祷
書
に
か
か
わ
る
も
の
と
し
て
だ
け
考
え
る
こ
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と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
祈
祷
書
に
署
名
す
る
こ
と
は
、
さ
き
に
見
た
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
神
学
者
会
議
の

「
公
的
神
礼
拝
の
指
針
」
の
序
文
の
内
容
を
完
全
に
否
認
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
多
く
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
に
と
っ
て
良
心
的
に
受

け
入
れ
が
た
い
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
3
）
批
判
の
根
拠

ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
は
、
神
の
言
葉
で
あ
る
聖
書
が
信
仰
と
生
活
の
規
準
で
あ
る
と
主
張
す
る
、
と
い
う
意
味
に
お
い
て
聖
書
主
義
者

（B
ib

licist

）
で
あ
っ
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
的
残
滓
を
含
む
祈
祷
書
に
対
す
る
彼
ら
の
批
判
も
、
か
か
る
祈
祷
書
に
対
す
る
同
意
署
名
の
強
制

へ
の
批
判
も
、
す
べ
て
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
神
の
御
言
葉
へ
の
服
従
か
ら
来
て
い
た
。
し
か
し
、
彼
ら
の
聖
書
主
義
も
そ
れ
に
基
づ
く
御
言
葉

へ
の
服
従
も
、
し
ば
し
ば
劇
画
的
に
単
純
化
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
我
々
は
、
こ
の
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
礼
拝
に
関
す
る
代
表
的
な
研
究
書
と
し
て
知
ら

れ
る
、
ホ
ー
ト
ン
・
デ
ー
ヴ
ィ
ス
の
『
イ
ギ
リ
ス
・
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
礼
拝
』（T

h
e

 W
o

rsh
ip

 o
f E

n
g

lish
 P

u
ritan

s, 1
9

4
8

1,1
9

9
7

2

））
の

第
一
章
「
イ
ギ
リ
ス
・
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
本
質
」
と
第
二
章
「
改
革
派
的
礼
拝
の
神
学
」
を
取
り
上
げ
る
。

デ
ー
ヴ
ィ
ス
は
、
第
一
章
に
お
い
て
、
ア
ン
グ
リ
カ
ン
礼
拝
の
美
し
い
儀
式
と
装
飾
に
比
し
て
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
集
会
所
（m

eetin
g-

h
o
u
ses

）
と
礼
拝
は
殺
風
景
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
違
い
は
前
者
の
ル
ー
ツ
が
ル
タ
ー
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
後
者
は
カ
ル
ヴ
ァ

ン
だ
っ
た
と
言
う
（p

.1
2

）。
第
二
章
に
お
い
て
デ
ー
ヴ
ィ
ス
は
、
ル
タ
ー
は
「
聖
書
に
よ
っ
て
特
に
禁
じ
ら
れ
て
い
な
い
も
の
」
は
礼
拝

の
中
に
採
り
入
れ
よ
う
と
し
た
の
に
対
し
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
は
「
聖
書
に
お
い
て
神
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
だ
け
」
を
採
り
入
れ
よ

う
と
し
た
と
こ
ろ
に
根
本
的
な
違
い
が
あ
っ
た
と
し
て
、
第
一
章
の
議
論
を
補
足
す
る
（p

.1
6

）。
以
上
の
議
論
は
き
わ
め
て
明
快
で
は
あ

る
が
、
相
当
に
問
題
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
第
一
に
、
ア
ン
グ
リ
カ
ン
の
礼
拝
と
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
礼
拝
の
違
い
を
ア
ン
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グ
リ
カ
ン
の
「
教
会
」
と
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
「
集
会
所
」
に
デ
ー
ヴ
ィ
ス
は
見
る
が
、
彼
が
第
八
章
で
扱
う
分
離
主
義
者
の
集
会
所
は
と
も

か
く
、
一
六
、
七
世
紀
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
牧
師
の
大
半
は
少
な
く
と
も
大
追
放
ま
で
は
国
教
会
の
教
会
区
教
会
に
お
い
て
務
め
を
果
た
し

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
第
二
に
、
通
説
通
り
デ
ー
ヴ
ィ
ス
は
、
ア
ン
グ
リ
カ
ン
の
代
表
で
あ
る
リ
チ
ャ
ー
ド
・
フ
ッ
カ
ー
に
と
っ

て
「
聖
書
は
教
理
お
よ
び
、
祈
り
・
賛
美
・
御
言
葉
の
宣
教
、
洗
礼
と
主
の
晩
餐
の
二
つ
の
聖
礼
典
と
い
っ
た
傑
出
し
た
規
定
に
お
い
て
は

権
威
を
持
つ
。
し
か
し
、
礼
拝
を
整
え
る
た
め
の
詳
細
に
お
い
て
は
、
聖
書
は
決
し
て
権
威
を
持
つ
よ
う
意
図
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
時

間
、
事
情
、
儀
式
は
古
来
の
証
明
済
み
の
知
恵
と
正
し
い
理
性
の
使
用
に
従
い
、
教
会
を
治
め
る
者
た
ち
に
よ
っ
て
正
し
く
決
め
ら
れ
る
べ

き
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
と
す
る
（p

.4

）。
し
か
し
な
が
ら
、
フ
ッ
カ
ー
と
異
な
り
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
は
聖
書
を
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
つ

い
て
権
威
的
と
す
る
、
と
デ
ー
ヴ
ィ
ス
は
言
う
（p

.6

）。
従
っ
て
論
理
的
帰
結
と
し
て
デ
ー
ヴ
ィ
ス
は
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
は
、「
礼
拝
の
時

間
、
事
情
、
儀
式
」
ま
で
聖
書
か
ら
引
き
出
す
、
と
言
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
分
析
は
果
た
し
て
真
実
か
。
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
神
学
を
最
も
よ
く
体
現
し
て
い
る
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
信
仰
告

白
（
一
六
四
六
）
は
、
第
一
章
「
聖
書
に
つ
い
て
」
の
第
六
節
に
お
い
て
、「
御
自
身
の
栄
光
、
な
ら
び
に
人
間
の
救
い
と
信
仰
と
生
活
に

必
要
な
す
べ
て
の
事
柄
に
関
す
る
神
の
計
ら
い
の
全
体
は
、
聖
書
の
中
に
は
っ
き
り
と
書
き
記
さ
れ
て
い
る
か
、
そ
れ
と
も
、
正
し
く
必
然

的
な
帰
結
に
よ
り
聖
書
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
か
、
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
…
…
ま
た
、
神
礼
拝
と
教
会
の
統
治
に
関
し
て
は
、
常
に
守
ら
れ

る
べ
き
御
言
葉
の
一
般
的
原
則
に
従
い
つ
つ
、
本
性
の
光
と
キ
リ
ス
ト
教
的
思
慮
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
人
間
の
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
や
団
体
と
共
通
の
事
情
が
存
在
す
る
こ
と
、
を
認
め
る
」（
松
谷
訳
、
一
麦
出
版
社
）、
と
明
確
に
述
べ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
が
、
聖
書
が
神
の
言
葉
と
し
て
す
べ
て
の
こ
と
に
対
し
て
権
威
が
あ
る
と
言
う
場
合
、
そ
れ
は
、
①
「
御
自
身

の
栄
光
、
な
ら
び
に
人
間
の
救
い
と
信
仰
と
生
活
に
必
要
な
す
べ
て
の
事
柄
」
に
つ
い
て
で
あ
り
、
②
聖
書
に
教
え
ら
れ
て
い
る
と
言
う
と

き
、
そ
れ
は
「
聖
書
の
中
に
は
っ
き
り
と
書
き
記
さ
れ
て
い
る
」
場
合
と
、「
正
し
く
必
然
的
な
帰
結
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
」
場
合
と
が
あ

り
、
③
「
神
礼
拝
と
教
会
の
統
治
に
関
し
て
は
」、「
常
に
守
ら
れ
る
べ
き
御
言
葉
の
一
般
的
原
則
」
と
「
本
性
の
光
と
キ
リ
ス
ト
教
的
思
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慮
」
の
両
方
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
フ
ッ
カ
ー
ら
ア
ン
グ
リ
カ
ン
と
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
、
礼
拝
や

教
会
政
治
に
関
す
る
聖
書
の
権
威
を
め
ぐ
る
違
い
は
、
ア
ン
グ
リ
カ
ン
が
、
聖
書
に
明
ら
か
に
記
さ
れ
て
い
な
い
事
柄
の
場
合
、
単
に
「
古

代
か
ら
の
証
明
済
み
の
知
恵
と
正
し
い
理
性
の
使
用
に
よ
っ
て
」
教
会
を
治
め
る
者
が
決
め
る
こ
と
で
満
足
す
る
の
に
対
し
、
ピ
ュ
ー
リ
タ

ン
は
、
あ
く
ま
で
も
そ
れ
が
「
常
に
守
ら
れ
る
べ
き
御
言
葉
の
一
般
的
原
則
」
に
従
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
、
聖
霊
の
導
き
を
祈
り
求
め
つ

つ
（
次
節
の
「
自
由
の
精
神
」
を
参
照
）
徹
底
し
て
問
う
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
聖
書
主
義
は
決
し
て
デ
ー
ヴ
ィ

ス
が
描
く
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
、
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

（
4
）
自
由
の
教
理

ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
聖
書
主
義
は
、
霊
に
よ
ら
な
い
文
字
へ
の
拘
泥
で
は
な
く
、「
御
言
葉
に
よ
り
、
御
言
葉
と
共
に
、
わ
た
し
た
ち
の
心

の
中
で
証
し
な
さ
る
聖
霊
」（
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
信
仰
告
白
一
・
五
）、「
聖
書
に
お
い
て
語
っ
て
お
ら
れ
る
聖
霊
」（
同
一
・
一
〇
）
に

対
す
る
信
仰
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
彼
ら
の
祈
祷
書
批
判
と
祈
祷
書
強
制
に
対
す
る
抵
抗
を
、
彼
ら
の
深
い
敬
虔
と
切
り
離
し
て

考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
彼
ら
の
公
的
、
私
的
礼
拝
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
聖
書
的
敬
虔
こ
そ
が
、
祈
祷
書
に
対
す
る
建
設
的
批
判
を
生
み

出
し
た
の
で
あ
る
。
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
敬
虔
は
、
静
寂
主
義
の
敬
虔
で
は
な
い
。
彼
ら
の
聖
書
的
敬
虔
の
裏
付
け
は
、
キ
リ
ス
ト
者
の
自
由

と
良
心
の
自
由
の
教
理
で
あ
る
。
そ
れ
は
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
信
仰
告
白
第
二
十
章
、
特
に
そ
の
第
二
節
に
見
事
に
要
約
さ
れ
て
い
る
。

神
の
み
が
良
心
の
主
で
あ
り
、
神
は
、
い
か
な
る
こ
と
に
お
い
て
も
、
そ
の
御
言
葉
に
反
す
る
、
ま
た
、
信
仰
や
礼
拝
に
か

か
わ
る
事
柄
の
場
合
に
は
、
そ
の
御
言
葉
に
な
い
、
そ
の
よ
う
な
人
間
の
教
説
と
戒
め
か
ら
、
良
心
を
自
由
に
さ
れ
た
。
従
っ

て
、
良
心
の
ゆ
え
に
そ
の
よ
う
な
教
説
を
信
じ
た
り
、
そ
の
よ
う
な
戒
め
に
従
う
こ
と
は
、
良
心
の
真
の
自
由
に
背
く
こ
と
で
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あ
る
。
ま
た
、
理
解
抜
き
の
信
仰
や
絶
対
的
で
無
批
判
的
な
従
順
を
要
求
す
る
こ
と
は
、
良
心
の
自
由
と
、
更
に
は
理
性
を
も

破
壊
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
宣
言
全
体
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
教
説
と
実
践
に
対
す
る
根
本
的
批
判
で
あ
る
。
か
か
る
自
由
の
教

理
が
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
に
よ
る
祈
祷
書
批
判
の
原
動
力
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
本
論
文
は
二
〇
一
〇
年
二
月
二
三
日
に
開
か
れ
た
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
研
究
会
に
お
い
て
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。）
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と
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の
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八
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今
橋
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内
、
越
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監
修
『
キ
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ト
教
礼
拝
・
礼
拝
学
事
典
』、
日
本
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ト
教
団
出
版
局
、
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〇
〇
六
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宗
教
改
革
著
作
集
11　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
宗
教
改
革
Ⅰ
、
教
文
館
、
一
九
八
四

4
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宗
教
改
革
著
作
集
12　

イ
ン
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ラ
ン
ド
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教
改
革
Ⅱ
、
教
文
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、
一
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田
理
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ド
の
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史
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質
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、
二
〇
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林
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史
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史
』
上
、
下
、
未
來
社
、
一
九
八
一

8
． 

浜
林
正
夫
『
イ
ギ
リ
ス
宗
教
史
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崇
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改
革
史
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』、
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元
社
、
一
九
七
九
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1552　　　　　　　1559

〔エドワード第二祈祷書／エリザベス祈祷書〕

1549

〔エドワード第一祈祷書〕

1 ※ 祈祷書統一法

2 序文

4

儀式について ̶ なぜあるものは
廃止され，あるものは保持される
のか

5 詩編集が読まれるべき順序

̶ 朝と夕の祈りのときに唱えらるべ
き詩編の順序のための表

6 聖書の残りが読まれるべき順序

7 日曜日と種々の祝日と日のため

朝，夕の祈りのときにふさわしい
詩編と聖書日課†

̶ 年間の暦

9
詩編と聖書日課のための表と暦̶
それらに関する必要な規則付き

10と11
年間を通しての朝の祈りと夕の祈
りの順序

13 嘆願

15
年間を通して聖餐式執行のときに
用いるべき特祷，書簡，福音書

16 聖餐式執行の順序

2 序文

5，6，
7，9

詩編と聖書日課の表と暦 ̶ それ
らに関する必要な規則付き

10と11
年間を通しての朝の礼拝と夕の礼
拝

15

主の晩餐の祝いに用いられる歌
（Introits），特祷（Collects），書簡
と福音書と，年間を通しての聖餐
式 ̶ 断食とさまざまな日にふさ
わしい詩編と聖書日課付き

16
一般にミサと呼ばれた主の晩餐と
聖餐式

17
洗礼について，公的，私的，両方
の

19
堅信式について，ここには子供の
ための教理問答もある。

20 結婚式について

21
病人訪問式と病人の聖餐式につい
て

22 埋葬について

23 婦人の清めについて

24

一般に灰の水曜日と呼ばれるレン
ト第一日に用いられる諸種の祈り
を付した聖書の宣言
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1 祈祷書統一法

2 序文

3 教会の礼拝について

4 儀式について

5 詩編集が読まれるべき順序

6 聖書の残りが読まれるべき順序

7 ふさわしい聖書日課と詩編の表

8
年間を通しての祝日と断食の表と
規則

9 暦 ̶ 聖書日課の表付き

10 朝の祈りの順序

11 夕の祈りの順序

12 アタナシウス信条

13 嘆願（The Litany）

14 種々の場合の祈りと感謝

1662

〔チャールズ二世祈祷書〕

　参考資料A　祈祷書の内容の比較（1）

1604

〔ジェームズ一世祈祷書〕

1 ※祈祷書統一法

2 †序文

4

儀式について ̶ なぜあるものは
廃止され，あるものは保持される
のか

6 詩編集が読まれるべき順序

7

種々の祝日と日のため，朝と夕の
祈りのときにふさわしい詩編と聖
書日課

̶ 朝と夕の祈りのときに唱えらるべ
き詩編の順序のための表

̶ 年間の暦（An Almanack）

9
詩編と聖書日課の表と暦 ̶ それ
らがに関する必要な規則付き

10と11
年間を通しての，朝と夕の祈りの
順序

13 嘆願

15
年間を通して聖餐式執行のときに
用いらるべき特祷，書簡，福音書

16 聖餐式執行の順序
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17 洗礼式 ̶ 公的，私的，両方の 

19
堅信式，ここに子供のための教理
問答もある。

20 結婚式

21 病人訪問式

21 病人の聖餐式

22 埋葬

23 子供誕生後の婦人の感謝

24

罪人たちに対する威嚇 ̶ 一年の
中でさまざまなときに用いられる
幾つかの祈りを付して

〔主教，司祭，執事を立て聖別す
る式文と仕方，1552〕

※1552年版で1は序文，礼拝統一
法は暦のあとに印刷され，内容に
は数えられていない。

†諸種の祝日と日のための朝と夕
の祈りのとき

1552　　　　　　　1559

〔エドワード第二祈祷書／エリザベス祈祷書〕

1549

〔エドワード第一祈祷書〕

4

除かれ，あるいは保持される儀式
について本書に含まれている事柄
のより平明な説明と直接的な執行
のための幾つかの注※

※これらの注は礼拝用品について
のルーブリックに対応する

1　1549年 3月の版では嘆願と執
り成しは除かれていたが，その直
後加えられた。同年5月と6月の
版はいずれもそれらを含んでい
る。
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15

特祷（Collects），書簡と福音書 ̶ 

年間を通して聖餐式執行時に用い
られるべき

16 聖餐式執行の順序

17
洗礼式の順序 ̶ 公的，私的，両方
の

18 成人のための洗礼式の順序

19
教理問答 ̶ 子供の堅信式の順序
付き

20 結婚式

21 病人訪問式と病人の聖餐式

22 埋葬（Burial）

23 子供出産後の婦人のための感謝

24
罪人に対する神の怒りと裁きの威
嚇あるいは宣言

25 詩編集

26 航海中に用いらるべき祈りの順序

27
主教、司祭、執事の任職の式文と
作法

17と18 洗礼式 ̶ 公的，私的，両方の

19
堅信式 ̶ ここに子供のための教
理問答もある

20 結婚式

21 病人訪問式

21 病人の聖餐式

22 埋葬

23 子供誕生後の婦人の感謝

24

罪人に対する威嚇 ̶ 一年のさま
ざまなときに用いらるべき種々の
祈り付き

※1637年のスコットランド・リター
ジーでは，祈祷書公認の布告

†1604年の内容の第二は，ジェー
ムズの布告だが，それは 1637年
のチャールズの布告と同じではな
かった。

1662

〔チャールズ二世祈祷書〕

　参考資料A　祈祷書の内容の比較（2）

1604

〔ジェームズ一世祈祷書〕

（Charles Neil & J.M.Willoughby, ed., The Tutorial Prayer Book, London, 1913, pp.4-5）
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参
考
資
料
B

バ
ク
ス
タ
ー
が
提
出
し
た
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
（
長
老
派
）
の
意
見
書
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

主
教
た
ち
の
応
答
（
一
六
六
一
）（
要　

約
）

A
．
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
（
長
老
派
）
の
異
論

Ⅰ
．
祈
祷
書
に
対
す
る
全
般
的
異
論
（G
eneral Exceptions

）

1
．
リ
タ
ー
ジ
ー
の
祈
り
と
他
の
内
容
は
、
敬
虔
で
学
識
あ
る
、
正
統
的
な
人
々
の
間
で
疑
わ
れ
た
問
題
と
さ
れ
る
も
の
を
含
ま
な
い
よ
う

に↓
主
教
た
ち
の
答
え
（
教
会
は
神
の
言
葉
と
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
そ
わ
な
い
も
の
を
リ
タ
ー
ジ
ー
に
入
れ
な
い
よ
う
に
努
め
て
き
た
の

で
、
要
求
は
不
当
）。

2
．
リ
タ
ー
ジ
ー
を
作
っ
た
最
初
の
改
革
者
た
ち
は
教
皇
主
義
者
（P

ap
ists

）
を
交
わ
り
に
入
れ
よ
う
と
ロ
ー
マ
教
会
の
式
文
を
あ
ま
り

変
え
な
か
っ
た
の
で
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
実
質
に
お
い
て
一
致
す
る
人
々
の
賛
成
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
そ
の
リ
タ
ー
ジ
ー
を
作
り
直

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

3
．
牧
師
と
会
衆
の
反
復
と
応
答
、
詩
編
と
讃
美
歌
の
交
唱
（
朗
読
）
を
除
去
す
る
こ
と
。
神
礼
拝
す
べ
て
に
お
い
て
会
衆
の
た
め
に
牧
師
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が
任
命
さ
れ
て
い
る
。
公
的
祈
り
に
お
い
て
会
衆
は
沈
黙
と
崇
敬
の
念
で
加
わ
り
、
最
後
に
同
意
を
示
す
の
に
ア
ー
メ
ン
と
言
え
ば
よ

い
。

4
．
リ
タ
ニ
ー
（
連
祷
）
を
一
つ
の
厳
粛
な
祈
り
に
変
え
る
こ
と
。

↓
3
、
4
に
対
す
る
宗
教
た
ち
の
答
え

祈
り
の
朗
読
、
反
復
、
応
答
は
、
長
い
退
屈
な
祈
り
よ
り
よ
い
。
古
代
教
会
の
慣
習
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
。
会
衆
がH

o
p

k
in

s

の

に
参
加
し
て
よ
い
と
す
れ
ば
、
ダ
ビ
デ
の
詩
編
や
リ
タ
ニ
ー
に
は
な
ぜ
だ
め
か
。

5
．
レ
ン
ト
を
宗
教
的
断
食
と
し
て
遵
守
す
る
の
を
奨
励
す
る
と
取
ら
れ
そ
う
な
も
の
は
、
リ
タ
ー
ジ
ー
に
入
れ
な
い
。

↓
レ
ン
ト
を
宗
教
的
に
遵
守
す
る
の
は
、
神
の
諸
教
会
の
習
慣
。

6
．
聖
人
の
日
と
そ
れ
ら
の
徹
夜
祈
祷
の
宗
教
的
遵
守
を
除
く
こ
と
。

↓
そ
れ
は
教
会
的
な
も
の
で
神
に
よ
る
制
定
で
は
な
い
が
、
聖
書
と
古
代
に
一
致
す
る
（ag

re
e

ab
le

で
あ
る
）。

7
．
公
的
礼
拝
の
い
か
な
る
部
分
で
も
、「
祈
り
の
賜
物
」
の
行
使
が
全
面
的
に
排
除
さ
れ
る
よ
う
な
リ
タ
ー
ジ
ー
の
押
し
付
け
は
、
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。
牧
師
が
適
宜
、
そ
の
一
部
を
除
く
分
別
に
ゆ
だ
ね
て
よ
い
。

↓
そ
れ
は
リ
タ
ー
ジ
ー
を
無
効
に
し
、
益
よ
り
も
悲
惨
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
。

8
．
祈
祷
書
に
は
新
し
い
聖
書
翻
訳
の
み
用
い
る
こ
と
。

9
．
教
会
で
は
聖
書
日
課
の
た
め
に
旧
新
約
聖
書
以
外
の
も
の
を
朗
読
す
べ
き
で
は
な
い
。

↓
こ
れ
は
説
教
の
唱
導
者
た
ち
か
ら
あ
し
ざ
ま
に
な
さ
れ
る
議
論
で
あ
る
。
説
教
が
経
外
典
と
同
じ
位
優
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
ら
と
切

に
願
わ
れ
る
。

10
．
聖
晩
餐
が
執
行
さ
れ
る
と
き
以
外
に
、
聖
餐
テ
ー
ブ
ル
の
と
こ
ろ
で
リ
タ
ー
ジ
ー
の
い
か
な
る
部
分
も
読
む
べ
き
で
な
い
。

↓
不
当
（u

n
re

aso
n

ab
le

）
な
主
張
で
あ
る
。
全
原
始
教
会
は
そ
う
し
て
い
た
。
さ
も
な
い
と
、
理
性
が
反
対
の
こ
と
を
命
ず
る
ま
で
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は
古
代
の
習
慣
を
行
う
よ
う
に
と
の
、
尊
敬
す
べ
き
ニ
ケ
ア
会
議
のg

o
ld

e
n

 ru
le

を
守
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

11
．P

rie
st

やC
u

rate

で
は
な
くM

in
iste

r

を
、
ま
たS

u
n

d
ay

で
な
くL

o
rd

’s-d
ay

を
用
い
る
べ
き
。

↓
不
当
。P

rie
st

とD
e

aco
n

に
は
真
の
区
別
が
あ
る
か
ら
。C

u
rate

は
申
し
分
の
な
い
も
の
、S

u
n

d
ay

は
古
代
で
も
。

12
．
詩
編
歌
の
訳
を
修
正
す
る
こ
と
。

13
．
時
代
遅
れ
の
語
を
変
え
る
こ
と
。

14
．
旧
約
の
一
部
や
使
徒
言
行
録
の
一
部
を
「
書
簡
」
な
ど
と
呼
ば
ず
、
あ
り
の
ま
ま
に
呼
ぶ
こ
と
。

15
．
教
会
の
交
わ
り
の
中
に
あ
る
全
員
が
再
生
し
、
回
心
し
、
恵
み
の
状
態
の
中
に
あ
る
と
想
定
し
て
い
る
言
葉
遣
い
と
な
っ
て
い
る
さ
ま

ざ
ま
な
式
文
を
改
革
す
る
こ
と
。

↓
聖
パ
ウ
ロ
は
コ
リ
ン
ト
、
ガ
ラ
テ
ヤ
、
他
の
教
会
に
罪
を
犯
し
て
い
る
人
々
が
少
な
か
ら
ず
い
る
の
が
分
か
っ
て
い
る
と
き
で
も
、

そ
れ
ら
を
「
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
に
あ
っ
て
聖
と
さ
れ
、
召
命
に
よ
っ
て
聖
徒
と
さ
れ
た
神
の
教
会
」
と
呼
ん
で
い
る
。
洗
礼
を
受

け
て
神
のco

n
g

re
g

atio
n

に
加
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
自
分
た
ち
で
分
離
す
る
か
、
法
的
な
破
門
で
分
離
さ
れ
る
ま
で
は
そ
の
よ
う

な
者
と
し
て
認
め
る
べ
き
。

16
．
短
い
幾
つ
も
の
特
祷
の
代
わ
り
に
、
一
つ
の
方
法
的
で
全
体
的
な
祈
り
を
。

17
．
現
在
の
リ
タ
ー
ジ
ー
は
賛
美
と
感
謝
の
様
式
に
お
い
て
欠
陥
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
、
一
般
的
な
表
現
が
多
す
ぎ
る
…
…e

x
. “to

 

h
ave

 o
u

r p
ray

e
rs h

e
ard

, ” “to
 b

e
 k

e
p

t fro
m

 all e
vil, ” “to

 d
o

 G
o

d
’s w

ill ”

罪
の
告
白
…
…
原
罪
を
明
確
に
言
い
表
す
こ
と
も
、
現
実
罪
を
そ
れ
ら
の
加
重
と
共
に
十
分
に
数
え
あ
げ
も
し
な
い
。

準
備
の
祈
り
が
な
い
――
助
け
あ
る
い
は
受
け
入
れ
を
求
め
て
の
。

カ
テ
キ
ズ
ム
…
…
多
く
の
必
要
な
教
理
を
欠
い
て
い
る
。
使
徒
信
条
に
お
い
て
を
除
き
、
キ
リ
ス
ト
教
のe

sse
n

tials

の
幾
つ
か
さ
え

言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
本
来
あ
る
べ
き
ほ
ど
明
白
で
な
い
も
の
も
あ
る
。
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主
教
た
ち
の
答
え

（
1
） 

賛
美
、
感
謝
は
十
分
に
あ
る
。

（
2
） 

罪
の
告
白
な
ど
に
お
け
る
一
般
的
表
現
――
具
体
的
な
も
の
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
本
来
の
意
図
か
ら
は
ず
れ
る
。

（
3
） 
反
対
さ
れ
て
い
る
表
現
は
、
ほ
ぼ
主
の
祈
り
の
嘆
願
で
あ
る
。

（
4
） 
原
罪
が
洗
礼
に
お
い
て
赦
さ
れ
て
い
な
い
と
人
々
に
思
わ
せ
る
よ
う
な
表
現
を
用
い
る
の
は
、
偽
り
の
教
理
か
ら
生
ま
れ
て

く
る
悪
い
習
慣
。
し
か
し
、
我
々
の
惨
め
さ
を
告
白
す
る
こ
と
に
お
い
て
原
罪
は
明
瞭
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。

18
．
サ
ー
プ
リ
ス
、
十
字
切
り
、
ひ
ざ
ま
ず
く
こ
と
――
さ
ま
ざ
ま
な
学
識
と
敬
虔
に
富
む
人
々
が
是
認
で
き
な
い
（u

n
w

arran
tab

le

）

と
判
断
し
た
も
の
で
、
悪
の
源
泉
で
あ
る
。

↓
従
順
が
、
品
位
と
秩
序
に
つ
い
て
教
会
の
法
が
求
め
る
義
務
。
そ
れ
ぞ
れ
の
も
の
は
擁
護
で
き
、
課
し
て
当
然
。

Ⅱ
．
祈
祷
書
の
個
別
的
部
分
へ
の
異
論
（Exceptions against particular parts of the P.B

.

）

1
．
礼
拝
の
場
所
に
つ
い
て
の
第
一
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
エ
ド
ワ
ー
ド
第
二
祈
祷
書
（
一
五
五
二
）
の
よ
う
に
し
、
祭
服
、
装
身
具
（o

rn
a-

m
e

n
ts

）
に
つ
い
て
の
第
二
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
削
除
す
る
こ
と
を
望
む
。

↓
主
教
た
ち
は
意
見
を
異
に
し
、
前
記
18
に
言
及
。

2
．
頌
栄
（d

o
x

o
lo

g
y

）
を
主
の
祈
り
に
常
に
加
え
る
こ
と
、
主
の
祈
り
は
あ
ま
り
し
ば
し
ば
使
用
し
な
い
こ
と
、
グ
ロ
リ
ア
・
パ
ト
リ
は

朝
一
度
、
夕
一
度
だ
け
使
用
す
る
こ
と
。

3
．
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
「
会
衆
が
歌
う
個
所
で
彼
ら
が
よ
り
よ
く
聞
け
る
よ
う
に
、
聖
書
日
課
は
、
は
っ
き
り
と
し
た
朗
読
の
仕
方
に
従
い
、
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単
純
な
旋
律
で
歌
わ
れ
る
べ
き
、
書
簡
も
福
音
書
も
同
様
」

 
い
か
な
る
場
合
も
そ
れ
ら
が
歌
わ
れ
る
べ
き
と
す
る
是
認
（w

arran
t

）
は
な
い
。
聞
こ
え
る
声
で
そ
れ
ら
を
は
っ
き
り
朗
読
す
る
方

が
教
会
の
教
化
に
役
立
つ
と
考
え
る
。

↓
主
教
た
ち
――
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
、
は
っ
き
り
と
し
た
朗
読
の
仕
方
に
従
っ
て
歌
う
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
の
み
で
、
そ
れ
に
よ
っ

て
何
か
不
都
合
が
あ
る
と
聞
い
て
い
な
い
。

4
．
経
外
典
か
ら
のB

e
n

e
d

icite

〔
ト
ビ
ト
一
三
・
一
〇
「
選
ば
れ
た
す
べ
て
の
民
よ
、
主
を
賛
美
せ
よ
」〕
の
代
わ
り
に
詩
編
な
い
し
聖

書
の
讃
美
歌
を
指
定
す
る
こ
と
。

5
．
リ
タ
ニ
ー
で
はd

e
ad

ly
 sin

, su
d

d
e

n
 d

e
ath

, all th
at trave

l 

な
ど
の
表
現
に
反
対
。

6
．
特
祷
――（
1
）
ク
リ
ス
マ
ス
日
の
た
め
の
特
祷
か
ら ‘th

is d
ay

’ 

の
語
を
除
く
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
（
2
）
他
の
幾
つ
か
は
、
変
え
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
内
容
を
含
ん
で
い
る
。

7
．
聖
餐
礼
拝

（
1
） 

第
一
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
（
陪
餐
し
よ
う
と
思
う
者
は
前
夜
、
も
し
く
は
朝
祷
の
前
、
あ
る
い
は
後
に
、
副
牧
師
に
対
し
自
分

の
名
を
知
ら
せ
て
お
く
こ
と
と
指
示
）
は
十
分
で
な
く
「
少
な
く
と
も
前
日
の
い
つ
か
」
と
変
え
る
べ
き
。

（
2
） 

牧
師
が
陪
餐
者
を
認
め
た
り
拒
む
十
全
の
権
能
を
持
つ
よ
う
望
む
。

（
3
） 

十
戒
朗
読
中
ひ
ざ
ま
ず
く
こ
と
、
各
戒
め
の
あ
と
の
嘆
願
（p

e
titio

n

）
に
反
対
。
後
者
に
つ
い
て
は
代
わ
り
に
牧
師
が
適

切
な
祈
り
で
終
わ
る
の
が
よ
い
と
す
る
。

（
4
） 

説
教
が
よ
り
厳
格
に
命
じ
ら
れ
、
牧
師
た
ち
が
こ
れ
か
ら
定
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
『
模
範
説
教
集
』（H

o
m

ilie
s

）
に

縛
り
つ
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
望
む
。

（
5
） 

奉
献
文
（O

ffe
rto

r
y

）
の
二
つ
は
経
外
典
的
で
あ
り
、
四
つ
は
貧
し
い
人
へ
の
愛
よ
り
自
分
た
ち
の
牧
師
に
対
す
る
会
衆
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の
気
前
よ
さ
を
引
き
出
す
の
に
一
層
ふ
さ
わ
し
い
、
と
反
対
。
更
に
、
貧
し
い
人
々
の
た
め
の
献
金
（co

lle
ctio

n

）
は
陪

餐
者
が
離
れ
る
と
き
か
、
そ
の
少
し
前
に
す
る
の
が
も
っ
と
よ
い
と
し
て
、
奉
献
文
そ
れ
自
体
に
反
対
。

（
6
） 

奨
励
（E

x
h

o
rtatio

n

）
は
聖
餐
式
の
と
き
に
朗
読
す
る
の
は
合
わ
な
い
と
、
反
対
。
人
々
が
聖
餐
に
来
る
の
を
怠
っ
て
い

る
と
副
牧
師
が
見
る
と
き
、
朗
読
が
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
。

（
7
） 「
神
の
憐
れ
み
に
対
す
る
十
全
な
信
頼
と
静
か
な
良
心
を
も
っ
て
で
な
け
れ
ば
、
い
か
な
る
人
も
聖
餐
に
来
て
は
な
ら
な
い
」

と
い
う
指
示
は
、
疑
い
を
も
つ
、
悩
め
る
良
心
の
も
と
に
あ
る
多
く
の
人
た
ち
を
聖
礼
典
に
対
す
る
勇
気
を
な
く
さ
せ
が

ち
、
と
し
て
反
対
。

↓
主
教
た
ち
の
答
え
：
自
分
た
ち
自
身
、
そ
う
い
う
人
た
ち
が
悩
め
る
良
心
を
か
か
え
た
ま
ま
聖
餐
式
に
来
る
の
と
望
ま
な

い
。
こ
う
い
う
こ
と
で
教
会
を
非
難
す
る
の
は
、
従
っ
て
、
お
門
違
い
。

（
8
） 

陪
餐
者
た
ち
の
名
で
行
う
全
般
的
告
白
（T

h
e

 G
e

n
e

ral C
o

n
fe

ssio
n

）
が
、
彼
ら
の
一
人
、
あ
る
い
は
司
式
者
た
ち

（m
in

iste
rs

）
の
一
人
、
も
し
く
は
司
祭
自
身
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
よ
う
に
と
の
指
示
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
司
式
者
た
ち

（m
in

iste
r

）
に
よ
っ
て
の
み
と
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

（
9
） 

罪
の
赦
し
（A

b
so

lu
tio

n

）
を
朗
読
す
る
と
き
祭
司
あ
る
い
は
司
教
は
「
会
衆
の
方
を
向
く
」
と
す
る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
対

し
て
は
、「
司
会
者
が
会
衆
の
方
に
向
く
こ
と
は
、
執
行
全
体
を
通
し
て
非
常
に
好
都
合
（m

o
st co

n
ve

n
ie

n
t

）
で
あ
る
、

と
す
べ
き
。

↓
そ
う
で
な
い
。
会
衆
に
語
り
か
け
る
と
き
彼
ら
の
方
を
向
く
の
は
都
合
が
よ
い
。
し
か
し
、
彼
ら
の
た
め
に
神
に
向
か
っ

て
語
る
と
き
は
、
古
代
教
会
が
ず
っ
と
し
て
い
た
よ
う
に
、
全
員
同
じ
一
つ
の
方
向
に
向
く
の
が
ふ
さ
わ
し
い
。

（
10
） 

ク
リ
ス
マ
ス
日
の
た
め
の
特
祷
の
場
合
と
同
様
、
長
老
派
は
、
そ
の
日
や
聖
霊
降
臨
日
の
た
め
の
本
来
の
序
文
（P

re
face

）

に
あ
る
〝
こ
の
日
〞（th

is d
ay

）
と
い
う
語
に
反
対
。
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（
11
） 「
聖
礼
典
を
受
け
る
す
べ
て
の
人
々
の
名
に
よ
る
」
祈
り
に
つ
い
て
、「
我
ら
の
罪
深
き
体
が
彼
の
体
に
よ
り
（b

y

）
清
く

さ
れ
、
我
ら
の
魂
が
彼
の
最
も
尊
き
血
を
通
し
て
（th

ro
u

g
h

）
洗
わ
れ
ま
す
よ
う
に
」
で
は
、
キ
リ
ス
ト
の
体
よ
り
も
血

の
方
が
よ
り
大
き
な
効
力
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
の
で
、「
我
ら
の
罪
深
き
魂
と
体
が
彼
の
尊
い
体
と
血
を
通
し
て
洗
わ
れ

る
よ
う
に
」
と
す
べ
き
。

↓
「
こ
れ
は
罪
の
赦
し
の
た
め
、
あ
な
た
が
た
と
多
く
の
人
の
た
め
に
流
さ
れ
る
私
の
血
で
あ
る
」
と
い
う
我
ら
の
主
の
こ

と
ば
――
主
は
体
に
つ
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
明
白
に
言
っ
て
お
ら
れ
な
い
。

（
12
） 「
聖
別
の
と
き
の
祈
り
」（
長
老
派
の
言
い
方
）
に
つ
い
て
、
聖
別
の
仕
方
が
十
分
に
明
白
で
な
い
。
司
式
者
が
パ
ン
を
裂
く

こ
と
が
そ
れ
ほ
ど
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

（
13
） 

配
餐
の
仕
方
と
用
い
る
言
葉
に
つ
い
て
、
長
老
派
は
、
で
き
る
だ
け
我
ら
の
救
い
主
の
言
葉
に
近
く
す
る
こ
と
、
司
式
者
は

パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
を
各
陪
餐
者
の
手
（sg

.

）
に
配
り
、
そ
の
言
葉
を
各
自
に
繰
り
返
す
必
要
は
な
い
こ
と
、
ひ
ざ
ま
ず
く

の
は
自
由
に
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

↓
各
個
人
に
単
数
で
執
行
す
る
が
ふ
さ
わ
し
い
。
各
信
者
に
対
す
る
特
定
の
証
印
押
し
（o

b
sig

n
atio

n

）
だ
か
ら
。

（
14
） 「
ど
の
教
会
区
民
も
少
な
く
と
も
年
に
三
度
は
聖
餐
に
あ
ず
か
る
こ
と
」
と
い
う
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
全
部
削
除
す
る
か
、「
ど

の
牧
師
も
、
聖
餐
を
受
け
た
い
と
い
う
願
い
を
言
い
表
す
適
当
な
数
の
陪
餐
者
が
い
る
場
合
、
少
な
く
と
も
年
に
三
度
は
主

の
晩
餐
の
礼
典
を
執
行
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
変
更
す
べ
き
。

（
15
） 

第
二
祈
祷
書
の
中
の
、
ひ
ざ
ま
ず
く
こ
と
に
つ
い
て
説
明
す
る
言
明
を
回
復
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

↓
主
教
た
ち
――
こ
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
女
王
エ
リ
ザ
ベ
ス
の
リ
タ
ー
ジ
ー
の
中
に
は
な
く
、
ま
た
、
法
に
よ
っ
て
確
認
さ

れ
た
も
の
で
も
な
い
。
ま
た
現
在
、
世
の
中
は
偶
像
礼
拝
よ
り
も
神
聖
冒
涜
の
危
険
の
方
が
大
き
い
の
で
、
そ
の
言
明
を

回
復
す
る
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
必
要
性
も
な
い
。
更
に
、
そ
の
意
味
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
三
十
九
箇
条
の
第
二
八
条
で
十
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分
に
明
言
さ
れ
て
い
る
。

8
．
洗
礼
式
次
第
（T

h
e

 B
ap

tism
al O

ffi
ce

）

（
1
） 「
キ
リ
ス
ト
は
、
我
ら
の
現
在
の
規
定
に
そ
っ
て
教
会
に
よ
り
提
供
さ
れ
る
洗
礼
に
、
ど
の
幼
児
も
好
意
的
に
受
け
入
れ
た

も
う
」
と
い
う
表
現
に
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
は
反
対
＝
「
無
神
論
者
、
不
敬
虔
者
、
異
端
者
、
未
受
洗
者
の
親
」
の
子
供
に
洗
礼

は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
親
が
悔
い
改
め
て
可
。

↓
主
教
た
ち
：
こ
れ
は
非
常
に
か
た
く
な
で
、
愛
が
か
け
た
や
り
方
。
牧
師
に
あ
ま
り
に
恣
意
的
な
権
能
を
与
え
る
。

（
2
） 

代
父
母
に
つ
い
て
――
親
へ
の
言
及
が
な
い
と
反
対
。
親
に
よ
っ
て
指
名
さ
れ
な
い
他
人
が
子
供
の
た
め
に
語
る
権
利
を
否

定
。
子
供
た
ち
の
た
め
に
保
証
人
（su
re

tie
s

）
を
設
け
る
か
ど
う
か
は
、
親
の
自
由
に
ま
か
さ
れ
る
べ
き
と
す
る
。

↓
子
供
た
ち
に
は
そ
の
親
た
ち
の
権
利
以
外
に
洗
礼
に
あ
ず
か
る
権
利
は
な
い
、
と
い
う
の
は
誤
っ
た
教
理
で
、
他
の
多
く

の
誤
っ
た
教
理
の
元
。
教
会
の
原
初
の
実
践
（
聖
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
、
書
簡
二
三
）
は
、
保
証
人
の
い
る
い
な
い
に
か
か

わ
ら
ず
、
事
を
親
の
好
き
な
よ
う
に
ま
か
せ
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

（
3
） 

代
父
母
へ
の
質
問
に
つ
い
て
、
い
か
な
る
権
利
で
保
証
人
が
幼
児
の
名
で
約
束
し
、
答
え
る
か
分
か
ら
な
い
。
最
初
の
二
つ

は
親
た
ち
に
問
い
、
親
た
ち
が
答
え
る
べ
き
も
の
、
最
後
の
問
い
は
、
親
か
親
代
わ
り
の
者
に
対
す
る
「
あ
な
た
は
こ
の
子

供
が
こ
の
信
仰
の
中
へ
と
洗
礼
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
か
」
と
す
べ
き
。

↓
後
見
人
が
未
成
年
者
の
た
め
に
契
約
を
結
べ
る
な
ら
、
代
父
母
が
な
ぜ
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

（
4
） 

洗
礼
盤
は
目
立
つ
と
こ
ろ
に
置
く
べ
き

↓
洗
礼
が
秘
義
で
あ
る
教
会
へ
の
入
口
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
た
め
に
、
原
始
教
会
時
代
同
様
、
教
会
の
入
口
の
ド
ア
の

と
こ
ろ
か
、
そ
の
近
く
に
置
く
。

（
5
） 

ヨ
ル
ダ
ン
あ
る
い
は
他
の
所
の
水
が
キ
リ
ス
ト
が
洗
礼
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
聖
礼
典
的
用
法
へ
と
聖
別
さ
れ
た
、
と
い
う
概
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念
に
反
対

↓
も
し
さ
も
な
け
れ
ば
、我
々
は
洗
礼
を
授
け
る
い
か
な
る
権
威
を
有
す
る
か
。
キ
リ
ス
ト
の
洗
礼
は“d

e
d

icatio
 b

ap
tism

i ” 

で
あ
っ
た
と
確
信
す
る
。

（
6
） 「
霊
的
再
生
に
よ
り
罪
の
赦
し
を
受
け
る
」
と
い
う
語
を
「
再
生
し
、
罪
の
赦
し
を
受
け
る
」
と
す
べ
き
。

↓
ヨ
ハ
ネ
三
、
使
徒
二
・
三
、
ニ
ケ
ア
信
条
に
あ
る
よ
う
に
、
洗
礼
に
最
も
固
有
な
の
は
、
我
ら
の
霊
的
再
生
で
あ
る
。

（
7
） 「
聖
霊
に
よ
り
こ
の
幼
児
を
再
生
さ
せ
る
こ
と
を
汝
は
よ
し
と
さ
れ
た
」
を
別
の
表
記
に
す
べ
き
。
洗
礼
を
授
け
ら
れ
る
子

供
だ
れ
も
が
神
の
聖
霊
に
よ
り
再
生
さ
せ
ら
れ
る
と
我
々
は
信
仰
に
お
い
て
言
う
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
。

↓
信
仰
を
も
っ
て
そ
う
言
え
る
。
こ
れ
を
否
定
す
る
と
ア
ナ
バ
プ
テ
ィ
ズ
ム
に
傾
く
。

（
8
） 

私
的
洗
礼
に
つ
い
て
は
、
合
法
的
牧
師
に
よ
っ
て
、
十
分
な
数
の
人
の
い
る
と
こ
ろ
で
な
け
れ
ば
、
い
つ
い
か
な
る
場
所
で

も
施
し
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
い
っ
た
ん
そ
う
さ
れ
た
ら
、
公
的
洗
礼
を
繰
り
返
す
必
要
は
な
い
。

↓
全
く
受
け
な
い
よ
り
も
私
的
に
授
け
ら
れ
る
方
が
ふ
さ
わ
し
い
。
公
的
に
洗
礼
を
繰
り
返
す
必
要
は
な
い
。

9
．
カ
テ
キ
ズ
ム
に
つ
い
て

（
1
） 

初
め
の
方
の
問
い
幾
つ
か
の
変
更
を
求
め
る
。〔
過
去
二
〇
年
以
内
に
洗
礼
を
授
け
ら
れ
た
は
る
か
に
多
く
の
人
々
が
、
代

父
あ
る
い
は
代
母
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
一
時
的
な
理
由
で
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
――
プ
ロ
ク
タ
ー
と
フ
リ
ア
〕

（
2
） 

第
三
の
答
え
は
、「
そ
れ
に
よ
っ
て
私
は
キ
リ
ス
ト
の
肢
体
（m

e
m

b
e

rs

）、
神
の
子
た
ち
、
天
国
の
相
続
人
（h

e
irs

）（
遺

産
相
続
人
、
後
継
者 in

h
e

rito
rs 

よ
り
も
）
の
数
の
中
に
入
れ
ら
れ
ま
し
た
」
と
表
現
す
る
の
が
よ
り
安
全
、
と
考
え
る
。

（
3
） 

神
に
対
す
る
我
ら
の
義
務
を
言
明
す
る
答
え
に
、
最
後
に
、「
特
に
主
日
に
は
」
を
加
え
る
の
が
よ
い
。
さ
も
な
い
と
答
え

全
部
に
第
四
戒
に
関
す
る
も
の
が
何
も
な
い
か
ら
。

（
4
） 

聖
礼
典
に
つ
い
て
の
後
半
、
第
一
の
答
え
を
「
洗
礼
と
主
の
晩
餐
二
つ
だ
け
」
と
す
べ
き
。
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（
5
） 

洗
礼
の
と
こ
ろ
の
答
え
（p

l.

）
の
個
所

①
幼
児
を
神
の
契
約
の
中
に
入
れ
る
こ
と
を
よ
り
賢
明
に
表
現
す
べ
き
。
幼
児
た
ち
の
洗
礼
を
彼
ら
自
身
の
真
に
現
実
の
信

仰
と
悔
い
改
め
に
基
づ
け
る
よ
う
に
思
わ
れ
な
い
よ
う
な
言
葉
遣
い
に
す
る
こ
と
。

②
か
か
る
信
仰
と
悔
い
改
め
の
実
行
の
約
束
が
な
さ
れ
な
い
よ
う
に
。
特
に
彼
ら
の
保
証
人
の
約
束
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
な

い
よ
う
に
。
神
の
契
約
が
結
ば
れ
る
の
は
信
者
た
ち
の
す
え
と
で
あ
っ
て
、
親
で
も
親
の
代
理
で
も
な
い
、
信
仰
者
で
あ

る
保
証
人
を
持
つ
す
べ
て
の
人
と
で
は
な
い
か
ら
。

↓
主
教
た
ち
の
答
え
：
子
供
の
洗
礼
の
効
果
は
、
子
供
た
ち
や
彼
ら
の
代
父
母
の
信
仰
と
悔
い
改
め
に
で
は
な
く
、
キ
リ
ス

ト
の
規
定
（o

rd
in

an
ce

）
と
制
定
（in

stitu
tio

n

）
に
基
づ
く
。

（
6
） 

聖
礼
典
に
つ
い
て
の
カ
テ
キ
ズ
ム
の
部
分
は
非
常
に
詳
し
く
具
体
的
で
、
全
体
と
し
て
よ
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
使
徒
信
条
、
十

戒
、
主
の
祈
り
の
よ
り
明
確
で
十
分
な
適
用
を
記
す
の
が
望
ま
し
い
。
特
に
、
信
仰
と
悔
い
改
め
、
二
つ
の
契
約
、
義
認
、

聖
化
、
子
と
す
る
こ
と
、
再
生
に
つ
い
て
何
か
加
え
る
こ
と
。

↓
カ
テ
キ
ズ
ム
は
意
図
的
に
簡
潔
に
な
っ
て
い
る
。

10
．
堅
信
式
に
つ
い
て

（
1
） 

子
供
た
ち
が
使
徒
信
条
、
主
の
祈
り
、
十
戒
を
繰
り
返
す
こ
と
が
で
き
、
こ
の
小
カ
テ
キ
ズ
ム
の
幾
つ
か
の
問
い
に
答
え

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
だ
け
で
は
十
分
な
資
格
で
は
な
い
。
四
、
五
才
で
そ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
子
供
が
よ
く
い
る
か

ら
。
そ
れ
は
別
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
反
す
る
。
陛
下
の
宣
言
（
一
六
六
〇
・
一
〇
・
二
五
）「
堅
信

式
は
そ
の
地
の
牧
師
の
通
知
に
よ
り
、
そ
の
同
意
を
得
て
正
し
く
、
厳
粛
に
実
行
さ
れ
る
」
に
そ
っ
て
で
な
け
れ
ば
だ
れ
も

な
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

↓
要
求
さ
れ
て
い
る
の
は
ミ
ニ
マ
ム
な
こ
と
。
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（
2
） 「
子
供
た
ち
は
洗
礼
を
授
け
ら
れ
て
、
彼
ら
の
救
い
に
必
要
な
す
べ
て
の
も
の
を
持
つ
」
と
す
る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
言
葉
は
、

民
衆
（vu

lg
ar

）
を
誤
ま
り
に
導
く
危
険
が
あ
る
。
洗
礼
を
授
け
ら
れ
る
以
外
に
他
の
聖
礼
典
は
不
必
要
と
す
る
意
図
は
分

か
る
が
。

↓
こ
の
言
葉
を
残
す
こ
と
に
で
は
な
く
、
除
き
た
い
と
す
る
こ
と
に
危
険
性
が
あ
る
。

（
3
） 
洗
礼
に
も
堅
信
式
に
も
代
父
、
代
母
の
こ
と
を
言
う
こ
と
に
反
対
。

（
4
） 「
按
手
前
の
祈
り
」
の
言
葉
は
、
堅
信
さ
れ
る
た
め
に
連
れ
て
こ
ら
れ
た
子
供
全
員
が
キ
リ
ス
ト
の
霊
と
彼
ら
の
す
べ
て
の

罪
の
赦
し
を
受
け
る
、
と
仮
定
し
て
い
る
。
洗
礼
以
来
多
く
の
罪
を
犯
し
、
真
剣
な
悔
い
改
め
や
、
救
い
に
導
く
特
別
な
恵

み
の
証
拠
を
見
せ
て
い
な
い
子
供
た
ち
に
堅
信
式
を
施
す
の
は
、
危
険
で
重
大
な
悪
弊
。

↓
子
供
た
ち
の
弱
さ
と
失
敗
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
洗
礼
に
お
い
て
与
え
ら
れ
た
も
の
を
全
面
的
に
失
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
な
い
、
と
愛
を
も
っ
て
考
え
る
の
が
よ
い
。「
慰
め
主
な
る
聖
霊
を
も
っ
て
強
め
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
祈
り
を
加
え

る
べ
き
。
公
然
た
る
罪
の
中
で
生
き
て
い
る
者
は
だ
れ
も
、
堅
信
式
を
授
け
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

（
5
） 

主
教
に
よ
る
按
手
は
、
洗
礼
と
主
の
晩
餐
に
よ
り
も
堅
信
式
に
よ
り
高
い
価
値
を
置
く
よ
う
に
見
え
る
の
で
、
反
対
。

↓
古
代
か
ら
の
公
同
教
会
の
慣
習
に
従
っ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
理
由
な
く
離
れ
る
の
は
平
和
で
は
な
く
、
争
い
を
愛
す
る
こ

と
。

（
6
） 

堅
信
式
の
按
手
の
根
拠
に
使
徒
た
ち
の
実
践
を
申
し
立
て
る
こ
と
、
お
よ
び
、
按
手
を
子
供
た
ち
に
、
彼
ら
へ
の
神
の
恵
み

と
愛
顧
を
保
証
す
る
し
る
し
と
す
る
こ
と
に
反
対
。
そ
れ
は
堅
信
式
を
一
つ
の
聖
礼
典
に
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
三
十
九

箇
条
の
第
二
五
条
に
従
う
べ
き
。

↓
そ
れ
は
使
徒
的
規
定
で
あ
り
、
第
二
五
条
に
つ
い
て
は
解
釈
が
誤
っ
て
い
る
。

（
7
） 

堅
信
式
を
授
け
ら
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
だ
れ
も
聖
餐
に
あ
ず
か
る
の
を
許
さ
な
い
、
と
い
う
ほ
ど
堅
信
式
は
聖
餐
に
必
要
で
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は
な
い
。

↓
何
ら
不
都
合
は
な
く
、
他
の
場
合
に
長
老
派
は
ま
さ
に
こ
う
し
た
こ
と
を
要
求
す
る
。

11
．
結
婚
式

（
1
） 
指
輪
は
ど
ち
ら
で
も
よ
い
（in

d
iffe

re
n

t

）
も
の
と
す
べ
き
。

（
2
） W

o
rsh

ip
 

や d
e

p
art 

な
ど
の
代
わ
り
に
別
の
語
を
用
い
る
こ
と
。

（
3
） 

三
位
一
体
の
名
に
よ
る
宣
言
は
削
除
す
る
こ
と
。
結
婚
を
聖
礼
典
に
数
え
る
人
々
を
支
持
す
る
と
思
わ
れ
ぬ
よ
う
に
。

（
4
） 

式
の
半
ば
で
指
示
さ
れ
て
い
る
場
所
と
姿
勢
の
変
更
を
削
除
す
る
こ
と
。

（
5
） 「
結
婚
を
そ
れ
ほ
ど
す
ば
ら
し
い
秘
義
と
な
る
よ
う
聖
別
し
た
」
を
変
え
る
か
削
除
。
結
婚
の
制
定
は
堕
落
以
前
で
あ
り
、

従
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
の
約
束
以
前
。
こ
の
文
は
結
婚
を
聖
礼
典
に
す
る
意
見
を
支
持
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
。

（
6
） 

結
婚
式
の
日
の
聖
餐
の
指
示
を
削
除
。

12
．
病
人
訪
問
式
次
第

（
1
） 

祈
り
と
勧
め
に
お
い
て
、
よ
り
自
由
を
求
め
る
。

 

赦
し
の
形
を
宣
言
的
で
条
件
的
な
も
の
に
す
る
。「
我
、
汝
を
赦
す
（ab

so
lve

）」
の
代
わ
り
に
「
我
、
汝
が
赦
さ
れ
ん
こ

と
を
告
げ
る
（p

ro
n

o
u

n
ce

）」
と
し
、
ま
た
、「
も
し
汝
、
真
に
悔
い
改
め
信
ず
る
な
ら
ば
」
と
す
る
。
そ
れ
を
用
い
る
か

省
略
す
る
か
は
、
適
宜
、
牧
師
の
判
断
に
ゆ
だ
ね
る
。

↓
罪
の
赦
し
を
与
え
る
こ
と
は
牧
師
の
よ
し
と
す
る
と
こ
ろ
（p

le
asu

re

）
に
で
は
な
く
、
病
者
の
悔
悛
（p

e
n

ite
n

ce

）
次

第
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
行
の
も
の
は
修
正
文
よ
り
聖
ヨ
ハ
ネ
に
よ
り
近
い
。

（
2
） 

牧
師
に
、
そ
れ
を
求
め
る
す
べ
て
の
病
者
に
（
聖
）
礼
典
を
執
行
す
る
こ
と
を
命
じ
な
い
よ
う
に
し
、
牧
師
が
適
当
と
判
断

す
る
と
き
執
行
す
る
こ
と
と
す
る
。
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↓
悔
悛
し
、
心
備
え
が
で
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、「
へ
り
く
だ
っ
て
そ
れ
を
願
う
」
い
か
な
る
人
に
対
し
て
も
、
臨
終
の

聖
餐
（viaticu

m

）
を
拒
ん
で
は
な
ら
な
い
。

13
．
死
者
埋
葬
式
次
第

（
1
） 
祈
り
と
勧
め
は
死
者
の
益
の
た
め
で
な
く
、
生
き
て
い
る
者
た
ち
へ
の
教
え
と
慰
め
の
た
め
で
あ
る
、
と
明
言
す
る
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
を
挿
入
す
る
こ
と
。

（
2
） 

牧
師
は
、
彼
が
そ
れ
が
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
る
場
合
、
式
全
体
を
教
会
で
行
う
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
す
る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を

挿
入
す
る
こ
と
。
多
く
の
場
合
、
牧
師
と
会
衆
を
屋
外
に
立
た
せ
っ
放
し
に
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
不
都
合
が
起
こ
る
の
を
防
ぐ

た
め
。

（
3
） 

公
然
と
し
た
、
ひ
ど
い
罪
の
中
で
生
き
死
ん
だ
人
々
に
つ
い
て
本
当
は
言
え
な
い
よ
う
な
表
現
に
反
対
す
る
。
そ
れ
で
は
邪

悪
な
者
た
ち
を
一
層
固
く
し
、
最
も
大
き
な
理
性
に
か
な
う
愛
と
矛
盾
す
る

↓
性
急
に
断
罪
す
る
よ
り
、
愛
を
も
っ
て
最
善
を
望
む
方
が
よ
い
。

14
．
出
産
感
謝
礼
拝
（th

e
 C

h
u

rch
in

g

）

（
1
） 

場
所
の
変
更
、
詩
編
の
変
更
、
姦
通
や
姦
淫
の
場
合
に
悔
悛
の
聖
句
（V

e
rsicle

）
を
用
い
る
べ
き
こ
と
な
ど
を
求
め
る
。

↓
こ
の
場
所
は
目
立
っ
て
い
て
よ
く
、
彼
女
が
献
げ
も
の
を
す
る
の
に
適
し
て
い
る
。
罪
の
場
合
に
は
、
悔
悛
が
ま
ず
な
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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B
．
主
教
た
ち
に
よ
る
応
答
…
…
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
以
上
の
異
論
に
長
く
答
え
た
あ
と
、

　
　
主
教
た
ち
は
以
下
の
譲
歩
を
示
し
て
終
わ
る
。

祈
祷
書
に
つ
い
て
、
以
下
の
変
更
を
喜
ん
で
行
う
用
意
が
あ
る
。

1
．
書
簡
と
福
音
書
は
す
べ
て
、
最
後
の
翻
訳
に
そ
っ
て
用
い
る
。

2
．
書
簡
に
な
い
も
の
を
書
簡
と
し
て
ど
こ
か
を
朗
読
す
る
と
き
は
、
表
題
は
「
書
簡
に
代
わ
り
」
と
す
る
。

3
．
詩
編
は
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
言
及
さ
れ
て
い
る
以
前
の
翻
訳
と
校
合
し
、
そ
れ
に
そ
っ
て
印
刷
す
る
。

4
．
特
祷
と
序
文
両
方
に
あ
る ‘th

is d
ay

’ 
は
そ
の
日
に
だ
け
用
い
て
、
続
く
日
々
に
対
し
て
は ‘as ab

o
u

t th
is tim

e
’ 

と
す
る
。

5
．
陪
餐
者
氏
名
の
通
知
（sig

n
ifi

catio
n

）
の
た
め
に
、
よ
り
長
い
時
間
が
必
要
と
さ
れ
る
。
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
言
葉
は
、‘at le

ast 

so
m

e
 tim

e
 th

e
 d

ay
 b

e
fo

re
’ 

と
変
更
す
る
。

6
．
問
題
の
あ
る
罪
人
た
ち
を
聖
餐
に
あ
ず
か
ら
せ
な
い
権
限
は
、
教
会
法
規
第
二
六
、
二
七
条
に
従
っ
て
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
記
さ
れ
て
よ

い
。
牧
師
は
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
説
明
を
直
後
に
、
一
般
の
人
々
に
対
し
て
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

7
．
序
文
全
体
（th

e
 w

h
o

le
 P

re
face

）
を
十
戒
の
前
に
付
け
る
こ
と
。

8
．
牧
師
の
裁
量
で
、
聖
餐
を
祝
う
前
に
、
い
ず
れ
か
の
日
曜
日
か
聖
な
る
日
に
、
第
二
の
勧
め
を
朗
読
す
る
こ
と
。

9
．
聖
餐
の
と
き
の
全
般
的
告
白
（th

e
 G

e
n

e
ral C

o
n

fe
ssio

n

）
はm

in
iste

rs
の
一
人
が
音
読
し
、
会
衆
が
彼
の
後
に
唱
え
る
。
全
員
、

へ
り
く
だ
っ
て
ひ
ざ
ま
ず
い
た
ま
ま
。

10
．
品
の
聖
別
の
仕
方
を
よ
り
は
っ
き
り
と
、
明
確
に
す
る
。
そ
の
た
め
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
中
に‘T

h
e

n
 sh

all h
e

 p
u

t h
is h

an
d

 u
p

o
n
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th
e

 b
re

ad
 an

d
 b

re
ak

 it, ’ 

お
よ
び‘T

h
e

n
 sh

all h
e

 p
u

t h
is h

an
d

 u
p

o
n

 th
e

 cu
p

’ 

を
入
れ
る
。

11
．
も
し
洗
礼
盤
が
会
衆
が
聞
こ
え
な
い
と
こ
ろ
に
置
か
れ
て
い
る
な
ら
、
そ
れ
を
も
っ
と
都
合
の
よ
い
と
こ
ろ
に
置
く
こ
と
を
告
げ
て
よ

い
。

12
．“Y

e
s, th

e
y

 d
o

 p
e

rfo
rm

 th
o

se

…” 

を “B
e

cau
se

 th
e

y
 p

ro
m

ise
 th

e
m

 b
o

th
 b

y
 th

e
ir su

re
tie

s ” 

と
変
え
て
よ
い
。

13
．
カ
テ
キ
ズ
ム
の
前
の
最
後
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
言
葉
を
次
の
よ
う
に
変
え
て
よ
い
。

 
‘th

e
 c

h
ild

re
n

 b
e

in
g

 b
a
p

tize
d

 h
a
v
e

 a
ll th

in
g

s n
e

c
e

ssa
r
y

 fo
r th

e
ir sa

lv
a
tio

n
, a

n
d

 d
y

in
g

 b
e

fo
re

 th
e

y
 c

o
m

m
it a

n
y

 a
c
tu

a
l 

sin
s, b

e
 u

n
d

o
u

b
te

d
ly

 save
d

, th
o

u
g

h
 th

e
y

 m
ay

 b
e

 n
o

t co
n

fi
rm

e
d

’

14
．
堅
信
式
の
後
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に ‘o

r b
e

 re
ad

y
 an

d
 d

e
siro

u
s to

 b
e

 co
n

fi
rm

e
d

’ 

を
加
え
て
も
よ
い
。

15
．‘w

ith
 m

y
 b

o
d

y
 I th

e
e

 w
o

rsh
ip

’
↓‘w

ith
 m

y
 b

o
d

y
 I th

e
e

 h
o

n
o

u
r ’ 

と
し
て
よ
い
。

16
．‘till d

e
ath

 u
s d

e
p

art ’

↓‘ till d
e

ath
 u

s d
o

 p
art ’ 

と
し
て
も
よ
い
。

17
．‘su

re
 an

d
 ce

rtain
’ 

は
削
除
し
て
よ
い
。

（P
ro

cte
r &

 F
re

re
, A

 N
e
w

 H
isto

r
y
 o

f th
e
 B

o
o

k
 o

f C
o

m
m

o
n

 P
ray

e
r, 1

9
0
2
, p

p
.1

7
2
-1

8
9

に
あ
る
要
約
の
要
約
。
バ
ク
ス
タ
ー
ら
の
意
見
書

と
主
教
ら
の
応
答
の
原
文
は
、A

n
o

n
im

o
u

s, T
h

e
 H

isto
r
y
 o

f N
o

n
-C

o
n

fo
rm

ity
 1

6
6
1
, 

お
よ
びP

e
te

r B
ay

n
e
 &

 G
e
o

rg
e
 G

o
u

ld
, E

n
g

lish
 

P
u

ritan
ism

, 1
8
6
2

に
所
収
。）


	カバーシート
	松谷好明_ピューリタンと祈祷問題_聖学院大学総合研究所紀要47



